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事 例 コ ー ド 001

大 分 類 コミュニティ・交流

小 分 類 都市交流

内 容 集落連携による都市交流

説 明 地区内の９つの集落が連携し「余谷21世紀委員会」を結成。生産のみから脱
却し、地域資源を活かして消費者との交流を中心に余谷をアピールし、交流
人口を増加させることで地域の活力を高める取り組みを実施。

九 州 内 外 内 地 域 分 類 中山間地域

都 道 府 県 大分県 市 町 村 宇佐市

人 材 ・ 組 織 区 分 住民団体

人 材 ・ 組 織 名 称 余谷21世紀委員会

事 業 区 分 県

事 業 内 容 大分県中山間地域活性化モデル

技 術 内 容 農業技術

集 落 資 産 ・ 資 源 １ 農地 集 落 資 産 ・ 資 源 ２ 農林水産物

集 落 資 産 ・ 資 源 ３ 集 落 資 産 ・ 資 源 ４

集 落 資 産 ・ 資 源 ５

文 献 名

U R L http://www1.ocn.ne.jp/~amari21/index.html

画 像 フ ァ イ ル 名 101　余谷21世紀委員会

知 恵 袋 集

詳 細 ■余谷地区は以前から9集落での運動会や祭りを行っており、地域の結び付
きが比較的良好なことから平成12年に開始される中山間地域直接支払制度
のスタートを前に県の中山間地活性化のモデル地区として県・院内町の積極

 的な支援が開始されたことから取組がスタート。■現在は、大分大学から年
間６回、1回50人の農業体験実習を受入、棚田を維持。田植えや収穫感謝祭
には高崎団地等の都市部居住者が参加し、農業・農村への理解を深めてもら
う取り組みを行っている。また、大分市の高崎団地で、年２回のイベントに参
加。米、野菜等の産品販売、もちつき等開催。地区内に農産物直販所と農業
法人を設立した。
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事 例 コ ー ド 002

大 分 類 コミュニティ・交流

小 分 類 都市交流

内 容 都市ＮＰＯの協力による都市農村交流

説 明 金峰町大坂地区長谷集落においては、ＮＰＯ法人と地域住民が都市住民と
の交流事業を中心とした共生協働事業に取り組んでいる。

九 州 内 外 内 地 域 分 類 中山間地域

都 道 府 県 鹿児島県 市 町 村 南さつま市

人 材 ・ 組 織 区 分 ＮＰＯ

人 材 ・ 組 織 名 称 ＮＰＯ法人プロジェクト南からの潮流

事 業 区 分 国

事 業 内 容 「新たな公」によるコミュニティ創生支援モデル事業　Ｈ20年度

技 術 内 容 新たな産業としてののぼり窯設置

集 落 資 産 ・ 資 源 １ 自然 集 落 資 産 ・ 資 源 ２

集 落 資 産 ・ 資 源 ３ 集 落 資 産 ・ 資 源 ４

集 落 資 産 ・ 資 源 ５

文 献 名

U R L http://www.mlit.go.jp/kokudokeikaku/aratana-kou/katudou/No94.html

画 像 フ ァ イ ル 名 102　プロジェクト南からの潮流

知 恵 袋 集

詳 細 ■地区内の高齢化率が６０％を超える地域で地域コミュニティの維持・存続が
あやぶまれているが、地区内の長谷集落においては、平成１８年度からＮＰＯ
法人プロジェクト南からの潮流と地域住民が都市住民との交流事業を中心と

 した共生協働事業に取り組んでいる。■「新たな公」によるコミュニティ創生支
援モデル事業を利用し次の３つ取組を行う予定である。１.のぼり窯を設置し、
地域の陶芸家を中心に、地元から産出する粘土や清流、雑木を利用した陶芸
体験により、地域住民と都市住民との交流を図る。２.自然景観（稚児の滝周
辺）や藩政時代の薩摩藩の坑口跡などの史跡を利用し、既存の錫山遊歩道と
接道する遊歩道やトレッキングコース等を整備都市住民との交流を促進する。
３.大坂地区公民館と協働し、「これまで集落単位で活動をしていたそれぞれの
地域を結び付ける」連帯意識を持つことを目的として自然木を活用した道標を
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事 例 コ ー ド 003

大 分 類 コミュニティ・交流

小 分 類 コミュニティ維持

内 容 他出者による集落支援

説 明 集落出身者が外部で結束し、集落支援を行うことで、集落住人の集落存続・
維持活動が活発化している。

九 州 内 外 内 地 域 分 類 中山間地域

都 道 府 県 鹿児島県 市 町 村 出水市

人 材 ・ 組 織 区 分 他出者

人 材 ・ 組 織 名 称 紫峰会

事 業 区 分 特に無し

事 業 内 容 特に無し

技 術 内 容 公役実施

集 落 資 産 ・ 資 源 １ 自然 集 落 資 産 ・ 資 源 ２ 耕作放棄地

集 落 資 産 ・ 資 源 ３ 農地 集 落 資 産 ・ 資 源 ４ 桜

集 落 資 産 ・ 資 源 ５

文 献 名

U R L

画 像 フ ァ イ ル 名 103　紫峰会

知 恵 袋 集

詳 細 ■出水市の集落出身者90人くらいで、親睦会である「紫峰会」を結成し、年2回
メンバー30人で小規模高齢化した出身集落の道路清掃等を行うとともに、集

 落在住者と共に忘年会を開催している。■集落倉庫の前の耕作放棄地に
「紫峰会」で桜を植樹し、集落在住者と環境美化・集落活性化に努めるととも
に、花見を開催している。また、現在、「紫峰会」の活動をベースに、集落存
続・維持に向けた周辺３集落の集まりを形成中である。
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事 例 コ ー ド 004

大 分 類 コミュニティ・交流

小 分 類 都市交流

内 容 集落がNPO法人を設立し、環境整備・都市交流を実施

説 明 集落で都市交流、環境整備を推進するためにＮＰＯ法人を設立し、活動経費
を捻出のために地域特産品や清酒を販売している。

九 州 内 外 内 地 域 分 類 中山間地域

都 道 府 県 佐賀県 市 町 村 基山町

人 材 ・ 組 織 区 分 ＮＰＯ

人 材 ・ 組 織 名 称 きびっとの杜

事 業 区 分 国

事 業 内 容 「新たな公」によるコミュニティ創生支援モデル事業、佐賀県による森林づくり
ボランティア支援事業(（財）さが緑の基金）

技 術 内 容 植栽、造園技術

集 落 資 産 ・ 資 源 １ 自然 集 落 資 産 ・ 資 源 ２ 里山

集 落 資 産 ・ 資 源 ３ 農地 集 落 資 産 ・ 資 源 ４ 桜

集 落 資 産 ・ 資 源 ５

文 献 名

U R L http://kibit.kiyamatown.com/

画 像 フ ァ イ ル 名 104　きびっとの杜

知 恵 袋 集

詳 細 ■Ｈ15年に地区の現状に危機感をもったこの地区の住民が主体となり、ボラ
ンティアグループ「きびっとの杜」を結成し、荒廃した里山・棚田に生える孟宗
竹の伐採と自然公園づくり活動を開始した。Ｈ17年にはＮＰＯ法人化して活動
を本格化させ、高齢化が進む中山間地域において様々な集落活性化の活動
を継続してきており、6年間で桜や楓を700本植樹し、里山にウオーキングロー

 ドをときびっとの森公園を整備した。■春に桜祭り、初夏には幼稚園児の筍
堀体験等を実施し、広い地域から人が集まっている。NPO法人化した結果、集
落居住者以外の広範囲からのボランティア参加と交流人口の獲得が可能と
なった。

4



事 例 コ ー ド 005

大 分 類 生活サービス

小 分 類 高齢者生活支援

内 容 高齢者等の災害緊急避難

説 明 熊本大学の支援により、山都町の菅地区で、災害が起こる危険性が高い場
所6箇所の確認、災害時の避難連絡の方法や、具体的な避難方法を検証。

九 州 内 外 内 地 域 分 類 中山間地域

都 道 府 県 熊本県 市 町 村 山都町

人 材 ・ 組 織 区 分 大学

人 材 ・ 組 織 名 称 熊本大学

事 業 区 分 国

事 業 内 容 地域の元気再生事業　Ｈ20年度

技 術 内 容 防災・避難技術

集 落 資 産 ・ 資 源 １ 集 落 資 産 ・ 資 源 ２

集 落 資 産 ・ 資 源 ３ 集 落 資 産 ・ 資 源 ４

集 落 資 産 ・ 資 源 ５

文 献 名

U R L http://www.kantei.go.jp/jp/singi/tiiki/genki/090306/108-jisshi.pdf

画 像 フ ァ イ ル 名

知 恵 袋 集

詳 細 ■大学の有する知的財産を活用し、ワークショップを通じた地域防災教育の
実践、ＩＴ技術を活用した避難情報伝達システムの開発とその適用、コミュニ
ティバスを活用した交流型地域防災活動の実践を実施。
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事 例 コ ー ド 006

大 分 類 コミュニティ・交流

小 分 類 定住促進

内 容 定住希望者への住宅整備補助

説 明 小規模高齢化集落に存在する空家等への定住希望者のために、住宅改装
にかかる費用の一部を行政が補助している

九 州 内 外 外 地 域 分 類 中山間地域

都 道 府 県 京都府 市 町 村 綾部市

人 材 ・ 組 織 区 分 行政

人 材 ・ 組 織 名 称 綾部市

事 業 区 分 市

事 業 内 容 「綾部市水源の里条例」に基づき、150万円を限度に1／2を補助

技 術 内 容 綾部市単独の補助金「水源の里基金」の利用

集 落 資 産 ・ 資 源 １ 空家 集 落 資 産 ・ 資 源 ２

集 落 資 産 ・ 資 源 ３ 集 落 資 産 ・ 資 源 ４

集 落 資 産 ・ 資 源 ５

文 献 名

U R L http://www.city.ayabe.kyoto.jp/view.rbz?nd=183&of=1&ik=1&pnp=48&pnp=18

画 像 フ ァ イ ル 名

知 恵 袋 集

詳 細 ■水源地域は、美しい水や森林など豊かな自然に恵まれ、水源かん養や国
土の保全、心をいやす安らぎの場など、多くの重要な機能を持っている。しか
しこのような地域は市街地から遠くはなれた中山間地域であり、過疎・高齢化
が進み、そこに住む市民の暮らしそのものや集落の存続について危機的な状
況にある。綾部市は水源地域を「水源の里」と銘打ち、水源の里の振興を市の
重点施策と位置づけて、地域の振興と活性化を図るため、、「綾部市水源の里

 条例」を制定。■ 水源の里の位置付、１.距離　市役所から２５ｋｍ以上、２.高
 齢者比率　６０％以上、３.世帯数　２０戸未満、４.位置　水源地域■水源の里

の理念、１.水源の里の存続過疎に歯止め、地域振興と活性化、２.水源の里の
持つ機能を守る、水源かん養、国土・自然環境の保全、安らぎの場、３.綾部市

 の発展住民福祉の向上、地域格差の是正■時限条例：平成１９年４月１日～
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事 例 コ ー ド 007

大 分 類 コミュニティ・交流

小 分 類 定住促進

内 容 定住者希望者への給付金

説 明 小規模高齢化集落への定住希望者へ時限給付金を支給している。

九 州 内 外 外 地 域 分 類 中山間地域

都 道 府 県 京都府 市 町 村 綾部市

人 材 ・ 組 織 区 分 行政

人 材 ・ 組 織 名 称 綾部市

事 業 区 分 市

事 業 内 容  「綾部市水源の里条例」に基づき、定住支援給付金（１月５万円、１２か月を
限度）

技 術 内 容 綾部市単独の補助金「水源の里基金」の利用

集 落 資 産 ・ 資 源 １ 空家 集 落 資 産 ・ 資 源 ２

集 落 資 産 ・ 資 源 ３ 集 落 資 産 ・ 資 源 ４

集 落 資 産 ・ 資 源 ５

文 献 名

U R L http://www.city.ayabe.kyoto.jp/view.rbz?nd=183&of=1&ik=1&pnp=48&pnp=18

画 像 フ ァ イ ル 名

知 恵 袋 集

詳 細 ■水源地域は、美しい水や森林など豊かな自然に恵まれ、水源かん養や国
土の保全、心をいやす安らぎの場など、多くの重要な機能を持っている。しか
しこのような地域は市街地から遠くはなれた中山間地域であり、過疎・高齢化
が進み、そこに住む市民の暮らしそのものや集落の存続について危機的な状
況にある。綾部市は水源地域を「水源の里」と銘打ち、水源の里の振興を市の
重点施策と位置づけて、地域の振興と活性化を図るため、、「綾部市水源の里

 条例」を制定。■ 水源の里の位置付、１.距離　市役所から２５ｋｍ以上、２.高
 齢者比率　６０％以上、３.世帯数　２０戸未満、４.位置　水源地域■水源の里

の理念、１.水源の里の存続過疎に歯止め、地域振興と活性化、２.水源の里の
持つ機能を守る、水源かん養、国土・自然環境の保全、安らぎの場、３.綾部市

 の発展住民福祉の向上、地域格差の是正■時限条例：平成１９年４月１日～
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事 例 コ ー ド 008

大 分 類 生活サービス

小 分 類 交通対策

内 容 バスによる住民の移動手段の確保

説 明 中山間地域居住者に対して、行政が自家用有償運送により住民の移動手段
を確保している

九 州 内 外 内 地 域 分 類 中山間地域

都 道 府 県 福岡県 市 町 村 豊前市

人 材 ・ 組 織 区 分 行政

人 材 ・ 組 織 名 称 豊前市

事 業 区 分 市

事 業 内 容 旧道路運送法81条に基づく白ナンバー有償運行

技 術 内 容 地方公共団体単独運行

集 落 資 産 ・ 資 源 １ 自家用車 集 落 資 産 ・ 資 源 ２

集 落 資 産 ・ 資 源 ３ 集 落 資 産 ・ 資 源 ４

集 落 資 産 ・ 資 源 ５

文 献 名

U R L  http://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/transport/pdf/091_buzen.pdf

画 像 フ ァ イ ル 名

知 恵 袋 集

詳 細 ■豊前市は北側の平野部に中心市街地、南側の山間地では4 つの谷間に集
落があり、各集落と中心市街地を結ぶ路線バスが運行されていたが、利用者
が減少する中で豊前市による赤字補填も年々増大し、路線バスの存続が困
難な状況にあった。「豊前市地域バス路線対策協議会」を設置して、地域住民
のためのバス路線の確保策についての継続的な協議・検討がなされたが、平
成14 年の答申において、平成14 年度以降は、路線バスの維持のための補助
金を廃止し、豊前市の自主運行を開始することが提言され、自主運行を開始

 した。■導入バス費用： 15人乗りバン3台（270万円×3台） 、29人乗りマイク
ロバス2台（900万円×2台） 、34人乗りマイクロバス1台（h5購入、630万円＝ス

 クール）■ 運転手も運行管理者も原則的にパート採用（市採用の場合は半
 年で1ヶ月解雇）■運賃：初乗り100円で、距離制（最大600円）
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事 例 コ ー ド 009

大 分 類 生活サービス

小 分 類 交通対策

内 容 乗合タクシーによる住民の移動手段の確保

説 明 行政が中山間地域の公共交通空白地域と、市街地や町なかとを結ぶ、事前
予約制の乗合タクシーを運行している。

九 州 内 外 内 地 域 分 類 中山間地域

都 道 府 県 熊本県 市 町 村 菊池市

人 材 ・ 組 織 区 分 行政

人 材 ・ 組 織 名 称 菊池市

事 業 区 分 市

事 業 内 容 タクシー補助金

技 術 内 容 タクシー運行ノウハウ

集 落 資 産 ・ 資 源 １ タクシー 集 落 資 産 ・ 資 源 ２

集 落 資 産 ・ 資 源 ３ 集 落 資 産 ・ 資 源 ４

集 落 資 産 ・ 資 源 ５

文 献 名

U R L http://www.city.kikuchi.kumamoto.jp/cgi-bin/odb-get.exe?WIT_template=AC0

画 像 フ ァ イ ル 名

知 恵 袋 集

詳 細 ■菊池市における公共交通空白地域と市街地や町なかとを結ぶ、事前予約
制の乗合タクシーであり、地域に必要不可欠な生活交通の確保を行ってい
る。前日までに予約が必要だが、時間帯を選ぶことができ、自宅まで迎えに来
てくれるので、自宅から直接、市街地にある市役所や病院などに行くことがで

 きる。■高額な運行システムを購入せずに、通常のタクシー事業のノウハウ
で対応している。予約センターを新たに設置せず、事業者の既存の事務所ス
ペースや空き店舗等、身近なスペースで事業を行っているため、事務所設置
費用や維持費がかかっていない。地元タクシー3社で4ヶ月ずつ運行。料金は
片道１人当たり２００円～１，２００円。
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事 例 コ ー ド 010

大 分 類 生活サービス

小 分 類 交通対策

内 容 ＮＰＯ運行バスによる住民の移動手段の確保

説 明 鳥取県倉吉市高城地区において、ＮＰＯ運行の白ナンバー有償運行バスが
集落内における高齢者・障害者等の自宅とバス停を結んでいる。

九 州 内 外 外 地 域 分 類 中山間地域

都 道 府 県 鳥取県 市 町 村 倉吉市

人 材 ・ 組 織 区 分 ＮＰＯ

人 材 ・ 組 織 名 称 ＮＰＯ法人たかしろ

事 業 区 分 ＮＰＯ

事 業 内 容 旧道路運送法80条に基づく白ナンバー有償運行

技 術 内 容 ＮＰＯ会員のボランティア運転手

集 落 資 産 ・ 資 源 １ 自家用車 集 落 資 産 ・ 資 源 ２

集 落 資 産 ・ 資 源 ３ 集 落 資 産 ・ 資 源 ４

集 落 資 産 ・ 資 源 ５

文 献 名

U R L  http://www.city.kurayoshi.lg.jp/photolib/shiminsankaku/990.pdf

画 像 フ ァ イ ル 名

知 恵 袋 集

詳 細 ■ 倉吉市高城地区は、地形的に集落の多くが谷筋に沿って点在しており、路
線バスの走らない枝谷地区が９集落存在している。これら集落の高齢者等
は、通勤や買い物などにバスを利用するためには、最寄のバス停まで２～３ｋ
ｍも歩かなければならず、日常生活に極めて不便を強いられていた。そこで、
これらの集落の高齢者、障害者等の自宅とバス停の移動を容易にするために

 ＮＰＯが導入。■運送対象 ：あらかじめ登録した会員（Ｈ16年現在１３１名）と
し、会員は自宅から路線バスの停留所まで相当の距離があり、公共交通機関

 の利用が困難な移動制約者■運送区域：倉吉市高城地区内、運転者：会員
のボランティア運転手、使用車両：法人所有の車両、運送対価：100～200円、
運送回数：月・水・金の昼間、路線バスの下り４便に対応し、降車した会員を自

 宅まで運送している。■市が廃車とした公用車三台を譲り受け、『ボランティ
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事 例 コ ー ド 011

大 分 類 コミュニティ・交流

小 分 類 定住促進

内 容 農業を志す定住希望者への研修

説 明 農業を志す定住希望者へ、第３セクター方式の農業法人「有限会社　かみな
か農楽舎」による2年の研修制度。３年目には、社員コースか、新規就農コー
スに分かれて、本格的に就農する。

九 州 内 外 外 地 域 分 類 中山間地域

都 道 府 県 福井県 市 町 村 三方上中郡若狭町

人 材 ・ 組 織 区 分 第３セクター

人 材 ・ 組 織 名 称 農業法人「かみなか農楽舎」

事 業 区 分 町

事 業 内 容 日本住宅金融公庫　農林水産事業

技 術 内 容 農業技術

集 落 資 産 ・ 資 源 １ 農地 集 落 資 産 ・ 資 源 ２

集 落 資 産 ・ 資 源 ３ 集 落 資 産 ・ 資 源 ４

集 落 資 産 ・ 資 源 ５

文 献 名 「集落支援ハンドブック」現代農業２００８年１１月増刊

U R L  http://www.nouson-kaminaka.com/

画 像 フ ァ イ ル 名

知 恵 袋 集

詳 細 ■ 中心事業（就農定住育成プラン）：農業を志す若者が、施設で2年の共同生
活を送る。1年目は、農業の基本をマスターと地域での生活にとけ込む期間。2
年目は3ha程度の農地を任され、農産物の生産から販売までを担うことで経営
感覚を養い、農家としての自立に備える。３年目には、社員コースか、新規就

 農コースに分かれて、本格的に就農する。■ インターンシップ事業：大学在
学者向けた、夏休みを中心に１週間～１か月の農業就業体験の場。農業を志
す学生・農業に興味のある学生・農業を通して社会勉強をしたい学生等を受

 け入れる間口の広い実習コース。■ 体験学習事業：1.月１回・週末一泊二日
を基本とした通年事業。農を中心に海･山も素材とした体験学習で、親も子供
も楽しめるプログラム。2.保育所・学校等の団体向けに体験事業。平日・日帰

 りが基本。3.週末・長期休暇に行う単発企画■ 他に、農業生産事業、直販事

11



事 例 コ ー ド 012

大 分 類 地域産業・経済

小 分 類 農業振興

内 容 農業を志す定住希望者への研修

説 明 農業を志す定住希望者へ、第３セクター方式の農業法人「有限会社　かみな
か農楽舎」による2年の研修制度。４年目には、社員コースか、新規就農コー
スに分かれて、本格的に就農する。

九 州 内 外 外 地 域 分 類 中山間地域

都 道 府 県 福井県 市 町 村 三方上中郡若狭町

人 材 ・ 組 織 区 分 第３セクター

人 材 ・ 組 織 名 称 農業法人「かみなか農楽舎」

事 業 区 分 町

事 業 内 容 日本住宅金融公庫　農林水産事業

技 術 内 容 農業技術

集 落 資 産 ・ 資 源 １ 農地 集 落 資 産 ・ 資 源 ２

集 落 資 産 ・ 資 源 ３ 集 落 資 産 ・ 資 源 ４

集 落 資 産 ・ 資 源 ５

文 献 名 「集落支援ハンドブック」現代農業２００８年１１月増刊

U R L http://www.nouson-kaminaka.com/

画 像 フ ァ イ ル 名

知 恵 袋 集

詳 細 ■ 中心事業（就農定住育成プラン）：農業を志す若者が、施設で2年の共同生
活を送る。1年目は、農業の基本をマスターと地域での生活にとけ込む期間。2
年目は3ha程度の農地を任され、農産物の生産から販売までを担うことで経営
感覚を養い、農家としての自立に備える。３年目には、社員コースか、新規就

 農コースに分かれて、本格的に就農する。■ インターンシップ事業：大学在
学者向けた、夏休みを中心に１週間～１か月の農業就業体験の場。農業を志
す学生・農業に興味のある学生・農業を通して社会勉強をしたい学生等を受

 け入れる間口の広い実習コース。■ 体験学習事業：1.月１回・週末一泊二日
を基本とした通年事業。農を中心に海･山も素材とした体験学習で、親も子供
も楽しめるプログラム。2.保育所・学校等の団体向けに体験事業。平日・日帰

 りが基本。3.週末・長期休暇に行う単発企画■ 他に、農業生産事業、直販事
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事 例 コ ー ド 013

大 分 類 地域産業・経済

小 分 類 援農活動

内 容 ＮＰＯによる援農活動

説 明 ＮＰＯが、援農活動を中心に田んぼ、森林、古民家等、管理できなくなった土
地等のSOSに対して可能な限り支援している。

九 州 内 外 外 地 域 分 類 中山間地域

都 道 府 県 山口県 市 町 村 山口市

人 材 ・ 組 織 区 分 ＮＰＯ

人 材 ・ 組 織 名 称 ＮＰＯ法人「学生耕作隊」

事 業 区 分 ＮＰＯ

事 業 内 容 援農活動

技 術 内 容 農業技術

集 落 資 産 ・ 資 源 １ 農地 集 落 資 産 ・ 資 源 ２

集 落 資 産 ・ 資 源 ３ 集 落 資 産 ・ 資 源 ４

集 落 資 産 ・ 資 源 ５

文 献 名

U R L http://www.socio.gr.jp/ennou/

画 像 フ ァ イ ル 名

知 恵 袋 集

詳 細 ■ 人材不足に悩む農家に隊員を有償で派遣する。援農依頼する農家は、1人
の援農手配につき、負担は有償活動費・手数料合せて750円程度。交通費は

 実費、他に年会費3,000円。毎月広報誌「やっほー＆かけはし」を送付。■ＮＰ
Ｏの法人活動内容は、援農活動、農地再生、農業経営者募集、農業希望イン

 ターン受入。■ＮＰＯの大学生会員：年会費1,000円。活動中はNPO有償活動
 保険を適用。毎月広報誌「やっほー＆かけはし」が送付。■ＮＰＯのシニア会

員：定年なしの社会人会員。年会費3,000円。活動中はNPO有償活動保険を
 適用。毎月広報誌「やっほー＆かけはし」を送付。■ＮＰＯの賛助会員：年会

費1口1万円。1口につき、年に1回旬の農産物送付。毎月広報誌「「やっほー＆
 かけはし」送付。■ＮＰＯの応援会員：年会費1口1,000円。毎月広報誌「やっ

ほー＆かけはし」送付
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事 例 コ ー ド 014

大 分 類 地域産業・経済

小 分 類 援農活動

内 容 ボランティアによる援農活動

説 明 唐津市相知町蕨野集落おいては、ボランティア「手間講隊」が棚田への援農
活動を実施している。

九 州 内 外 内 地 域 分 類 中山間地域

都 道 府 県 佐賀県 市 町 村 唐津市

人 材 ・ 組 織 区 分 大学

人 材 ・ 組 織 名 称 唐津市相知町・蕨野棚田援農隊「手間講隊」(佐賀大学中心）

事 業 区 分 民間

事 業 内 容 援農活動

技 術 内 容 農業技術

集 落 資 産 ・ 資 源 １ 棚田 集 落 資 産 ・ 資 源 ２

集 落 資 産 ・ 資 源 ３ 集 落 資 産 ・ 資 源 ４

集 落 資 産 ・ 資 源 ５

文 献 名

U R L http://www.pref.saga.lg.jp/sy-contents/shigoto/nogyo/tanada/ikou/voluntee

画 像 フ ァ イ ル 名

知 恵 袋 集

詳 細 ■「手間講隊」活動内容（佐賀大学を中心とするボランティア組織）：援農（耕
作放棄地の復田をはじめとした農作業全般）、水田：夢しずく、古代米の有機
栽培、季節の野菜の有機栽培（市民農園的利用を検討中）、果樹園：ブルーベ
リーなど、交流（農業の手ほどき、地元の祭り、棚田イベントへの参加）、研究

 （有機栽培実験、新規作物導入、棚田を生かした地域おこし）■ 入隊資格
は、棚田の持つ多面的で公益的な働きや上記の活動内容の趣旨に賛同する
人。性別、年齢、居住地は問わず、ちびっこ、学生、市民、だれでも隊員にな

  れる■ 入隊費（年会費）500円（連絡費、ニューズレター発行費）■ 事務局：
佐賀市本庄町1番地　佐賀大学農学部3号館　地域資源学研究室　
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事 例 コ ー ド 015

大 分 類 地域産業・経済

小 分 類 農業振興

内 容 棚田、そば、大豆オーナー制度

説 明 棚田の保全と地域農業を活性化させるために、棚田所有者と地域の若手農
業者が中心となり、都市部の消費者と地域住民との交流事業を行っている。

九 州 内 外 内 地 域 分 類 中山間地域

都 道 府 県 佐賀県 市 町 村 松浦群有田町

人 材 ・ 組 織 区 分 住民団体

人 材 ・ 組 織 名 称 岳信太郎棚田会　

事 業 区 分 町

事 業 内 容 中山間地域総合整備事業を利用した農村体験施設「棚田館」及び「西有田町
国見棚田公園」

技 術 内 容 棚田、そば、大豆のオーナー制度

集 落 資 産 ・ 資 源 １ 棚田 集 落 資 産 ・ 資 源 ２

集 落 資 産 ・ 資 源 ３ 集 落 資 産 ・ 資 源 ４

集 落 資 産 ・ 資 源 ５

文 献 名

U R L  http://www.maff.go.jp/kyusyu/jyouhou/genchi/tokutei/20051031_4/1704det

画 像 フ ァ イ ル 名

知 恵 袋 集

詳 細 ■中山間地域である当地区に長崎県佐世保市と伊万里市を結ぶ、国見有料
道路が開通し、都市部への交通の便が向上したことで、雇用による農外収入
の割合が高まると同時に地域農業の担い手は減少し、また、担い手の高齢化
の進行とともに、耕作放棄地も徐々に増加してきた。このため、棚田を保全す
るための取組を検討していたところ、Ｈ8年に「全国棚田サミット」が西有田町で
開催されたことがきっかけとなり、岳地区の若手農業者が立ち上がり「棚田米

 オーナー制度」に取り組むこととになった■ 棚田オーナー（有機栽培米）：体
験型　35,000円/1口（100m2）50kgの収穫米を贈呈、保全出資型　9,230円 8kg

 の白米贈呈（棚田保全資金含）■ そば・大豆オーナー（有機農産物）： そば　
5,000円/1口（100m2）そば打ち体験可、大豆　5,000円/1口（100m2）みそ・豆腐

 作り可■ 「毎年、田植え、稲刈り、脱穀、年末にはもちつきなど、農業体験に
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事 例 コ ー ド 016

大 分 類 コミュニティ・交流

小 分 類 都市交流

内 容 棚田、そば、大豆オーナー制度

説 明 棚田の保全と地域農業を活性化させるために、棚田所有者と地域の若手農
業者が中心となり、都市部の消費者と地域住民との交流事業を行っている。

九 州 内 外 内 地 域 分 類 中山間地域

都 道 府 県 佐賀県 市 町 村 松浦群有田町

人 材 ・ 組 織 区 分 住民団体

人 材 ・ 組 織 名 称 岳信太郎棚田会　

事 業 区 分 町

事 業 内 容 中山間地域総合整備事業を利用した農村体験施設「棚田館」及び「西有田町
国見棚田公園」

技 術 内 容 棚田、そば、大豆のオーナー制度

集 落 資 産 ・ 資 源 １ 棚田 集 落 資 産 ・ 資 源 ２

集 落 資 産 ・ 資 源 ３ 集 落 資 産 ・ 資 源 ４

集 落 資 産 ・ 資 源 ５

文 献 名

U R L  http://www.maff.go.jp/kyusyu/jyouhou/genchi/tokutei/20051031_4/1704det

画 像 フ ァ イ ル 名

知 恵 袋 集

詳 細 ■中山間地域である当地区に長崎県佐世保市と伊万里市を結ぶ、国見有料
道路が開通し、都市部への交通の便が向上したことで、雇用による農外収入
の割合が高まると同時に地域農業の担い手は減少し、また、担い手の高齢化
の進行とともに、耕作放棄地も徐々に増加してきた。このため、棚田を保全す
るための取組を検討していたところ、Ｈ8年に「全国棚田サミット」が西有田町で
開催されたことがきっかけとなり、岳地区の若手農業者が立ち上がり「棚田米

 オーナー制度」に取り組むこととになった■ 棚田オーナー（有機栽培米）：体
験型　35,000円/1口（100m2）50kgの収穫米を贈呈、保全出資型　9,230円 8kg

 の白米贈呈（棚田保全資金含）■ そば・大豆オーナー（有機農産物）： そば　
5,000円/1口（100m2）そば打ち体験可、大豆　5,000円/1口（100m2）みそ・豆腐

 作り可■ 「毎年、田植え、稲刈り、脱穀、年末にはもちつきなど、農業体験に
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事 例 コ ー ド 017

大 分 類 地域産業・経済

小 分 類 地域特産品開発

内 容 特産酒類の製造

説 明 特区制度を利用し、地域資源である果実や農産物を用いて小ロッドの果実
酒・リキュールによる地域ブランドづくりを進め、農家民宿等で果実酒、どぶろ
く等を製造提供し、都市との交流の促進を図る。

九 州 内 外 内 地 域 分 類 中山間地域

都 道 府 県 大分県 市 町 村 竹田市

人 材 ・ 組 織 区 分 行政

人 材 ・ 組 織 名 称 竹田市

事 業 区 分 国

事 業 内 容 特区法

技 術 内 容 酒類の製造

集 落 資 産 ・ 資 源 １ 酒類の原料 集 落 資 産 ・ 資 源 ２ 酒類の製造装置

集 落 資 産 ・ 資 源 ３ 集 落 資 産 ・ 資 源 ４

集 落 資 産 ・ 資 源 ５

文 献 名

U R L http://www2.city.taketa.oita.jp/oshirase/column2/soumu/1201569373.html

画 像 フ ァ イ ル 名

知 恵 袋 集

詳 細 ■農業をしながら民宿型レストラン・サリモスを経営する後藤清幸さんが県内
で第１号となるどぶろく製造免許を平成２０年１月２３日に取得。後藤さんは無
農薬でのコメ栽培などに取り組んでおり、平成１８年１２月には収穫したコメや

 野菜を使った料理を提供する「森の宿泊レストランサリモス」を開業。■後藤
さんは「免許取得は農業の形の一つとして取り組んだ。地域が元気を出せる
一助となるよう成功させたい」と話している。
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事 例 コ ー ド 018

大 分 類 コミュニティ・交流

小 分 類 都市交流

内 容 農家民泊等

説 明 特区制度を利用し、農家民泊等の宿泊型のグリーンツーリズムを振興し、都
市との交流促進を図る。

九 州 内 外 内 地 域 分 類 中山間地域

都 道 府 県 熊本県 市 町 村 人吉地域

人 材 ・ 組 織 区 分 行政

人 材 ・ 組 織 名 称 人吉市

事 業 区 分 国

事 業 内 容 特区法

技 術 内 容 農家民泊

集 落 資 産 ・ 資 源 １ 民泊施設 集 落 資 産 ・ 資 源 ２

集 落 資 産 ・ 資 源 ３ 集 落 資 産 ・ 資 源 ４

集 落 資 産 ・ 資 源 ５

文 献 名

U R L http://www.maff.go.jp/kyusyu/jyouhou/genchi/gen1703/14.pdf

画 像 フ ァ イ ル 名

知 恵 袋 集

詳 細 ■人吉市を含む球磨地域は、平成１５年に「森林の郷（もりのくに）農林業げん
き特区」の認定を受け、現在グリーンツーリズムの推進による地域農業の活
性化を行っている。平成１７年には、人吉市グリーンツーリズム推進協議会が
設立され、豊かな自然、歴史、文化などの資源を有効活用しながら、グリーン
ツーリズムを本市に定着・発展させ、地域の活性化を図ることを目的として、平
成１６年度から地域づくりインターン事業や会員相互の交流、研修会など実施
してきた。このような中、人吉市では初の農家民宿施設の開業許可を、平成１
８年２月に２名の会員が同時に、また１８年６月と１９年１月に２名取得すること
ができ、さらに、19年11月に新たに1名取得することができ、現在５軒の農家民
泊施設が開業している。
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事 例 コ ー ド 019

大 分 類 地域産業・経済

小 分 類 農業振興

内 容 農業生産法人以外の法人の農業への参入

説 明 特区においては、株式会社等の農業生産法人以外の法人が、地方公共団体
又は農地保有合理化法人から農地等を賃借できる。

九 州 内 外 内 地 域 分 類 中山間地域

都 道 府 県 鹿児島県 市 町 村 大口市

人 材 ・ 組 織 区 分 事業者

人 材 ・ 組 織 名 称 （株）藤井建設、自動車販売整備業の有限会社

事 業 区 分 国

事 業 内 容 特区法

技 術 内 容 農業技術

集 落 資 産 ・ 資 源 １ 耕作放棄地 集 落 資 産 ・ 資 源 ２

集 落 資 産 ・ 資 源 ３ 集 落 資 産 ・ 資 源 ４

集 落 資 産 ・ 資 源 ５

文 献 名

U R L http://www.maff.go.jp/j/nousin/tikei/houkiti/h_jirei/pdf/7_18.pdf

画 像 フ ァ イ ル 名

知 恵 袋 集

詳 細 ■ 鹿児島県大口市の山間農地安心安全作物生産振興特区（平成16年３月認
定）では、建設業等の企業の農業参入を可能にする「農地リース特区」に取り
組み、山間部の過疎地の耕作放棄地を芋焼酎ブームによる原料不足のサツ
マイモ畑とした。初年度、大口市は約１haの採草放牧地を所有者から借入れ
た上で、地元建設会社と栽培協定を締結し貸付けた。耕作放棄地の再生に当
たっては、借受けた建設会社が自社所有の重機や従業員等を活用し整備した

 が、病害発生を防止する観点からバックホーによる深耕も実施している。■
作目はサツマイモであり、植付けを５月から行い収穫は11月に行った。サツマ
イモの出荷は、地元酒造メーカーの品質基準に適合する必要があるが、結果
的に全量納入できるなど品質も確保できた。２年目の取り組みとして、約2.5ha
を追加契約し作付可能面積は約3.5haとなっている。また、初年度の１月には２
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事 例 コ ー ド 020

大 分 類 国土保全

小 分 類 景観形成

内 容 景観作物による農地の有効活用

説 明 景観作物による耕作放棄地の解消に取り組み、観光客を集める。

九 州 内 外 外 地 域 分 類 中山間地域

都 道 府 県 愛媛県 市 町 村 上浮穴郡久万高原町

人 材 ・ 組 織 区 分 行政

人 材 ・ 組 織 名 称 上浮穴郡久万高原町

事 業 区 分 町

事 業 内 容 遊休農地再生活動実践スタート支援事業

技 術 内 容 農業技術

集 落 資 産 ・ 資 源 １ 耕作放棄地 集 落 資 産 ・ 資 源 ２

集 落 資 産 ・ 資 源 ３ 集 落 資 産 ・ 資 源 ４

集 落 資 産 ・ 資 源 ５

文 献 名

U R L http://www.pref.ehime.jp/h36180/khtaisaku/mat04.html

画 像 フ ァ イ ル 名

知 恵 袋 集

詳 細 ■久万高原町畑野川地区は、観光農園、久万農業公園アグリピア、久万高原
ふるさと旅行村などがあり、観光の拠点となっているが、近年、ふるさと旅行村
に隣接する農地が不作付となり、遊休農地化が懸念されていた。そこで、久万
高原町では、景観作物による耕作放棄地の解消に取り組み、観光客が楽しめ
る場所づくりをすることとし、６８アールの農地にコスモスを播種し、秋には多く
の観光客が満開のコスモスを楽しんでいる。春には菜の花が満開となる。
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事 例 コ ー ド 021

大 分 類 地域産業・経済

小 分 類 農林水産業振興

内 容  海士ファン・バンク制度

説 明 町独自の畜産業への新規就農者への資金貸付制度。 畜産業（肥育ではな
く、繁殖を業とした畜産業）を島で始める初期資金を海士町が融資する。

九 州 内 外 外 地 域 分 類 離島

都 道 府 県 島根県 市 町 村 隠岐郡海士町

人 材 ・ 組 織 区 分 行政

人 材 ・ 組 織 名 称 隠岐郡海士町

事 業 区 分 町

事 業 内 容 海士ファン・バンク　Ｈ18年より事業開始

技 術 内 容 金銭貸借の媒介

集 落 資 産 ・ 資 源 １ 農地 集 落 資 産 ・ 資 源 ２

集 落 資 産 ・ 資 源 ３ 集 落 資 産 ・ 資 源 ４

集 落 資 産 ・ 資 源 ５

文 献 名

U R L http://www.mlit.go.jp/crd/chirit/pdf/amafanbank.pdf

画 像 フ ァ イ ル 名

知 恵 袋 集

詳 細 ■ 畜産を始めたいという人へ資金を提供してもよいという人を全国から広く募
集し、出資金を集め（1口５０万円）、その人が畜産を始められるようにする。原
則7年後に一括返済。一方畜産を始めた人（借受者）は、資金提供者に対し、
毎年、春夏秋冬の４回に渡り、海士町の新鮮な農産物を届ける。 畜産を始め
た人（借受者）は畜産業が軌道に乗ってから、出資者（海士ファン）へと資金の
返済を行う。もし畜産が軌道に乗らなかった場合、海士町が損失を保証する。
 
■ 平成１８年に町と交流のある都市住民を対象に金銭貸借の媒介を行う「海
士ファン・バンク」をたちあげたが、管内財務事務所から貸金業規制法の第二
条に抵触するとの指導があり、貸出者である都市住民に貸金業の登録をさせ
るわけにもいかず、２回（１２口）の募集で一度うち切られた。その後、町から金
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事 例 コ ー ド 022

大 分 類 コミュニティ・交流

小 分 類 都市交流

内 容 特区における廃校舎利用の通信制高校

説 明 廃校となった熊本県上益城郡山都町目丸地区の白糸第３小学校を㈱テドポ
オト社（本社・福岡市）が広域通信制高校「一ツ葉高等学校」とする。

九 州 内 外 内 地 域 分 類 中山間地域

都 道 府 県 熊本県 市 町 村 上益城郡山都町

人 材 ・ 組 織 区 分 事業者

人 材 ・ 組 織 名 称 ㈱テドポオト社

事 業 区 分 国

事 業 内 容 特区法

技 術 内 容 学校運営

集 落 資 産 ・ 資 源 １ 廃校 集 落 資 産 ・ 資 源 ２

集 落 資 産 ・ 資 源 ３ 集 落 資 産 ・ 資 源 ４

集 落 資 産 ・ 資 源 ５

文 献 名

U R L http://www.kantei.go.jp/jp/singi/kouzou2/kouhyou/080331/dai16/15.pdf

画 像 フ ァ イ ル 名

知 恵 袋 集

詳 細 ■ 「潤い、文楽、そよ風でつづるまちづくり特区」（教育特区）により、学校設置
会社が廃校を利用して学校を設置。スクーリングなどの機会を通じて地域の
社会的資源や地域人材を活かした教育を提供し、地域コミュニティーの活性
化を図るとともに、農林業などの後継者の確保や定住促進をし、地域の活性

 化を図る。■ 学校設置会社である株式会社テドポオトグループは、学習塾
「筑紫修学館」、通信制高校「日比谷学園高等部」などを経営。他に、熊本県
天草市御所浦町（離島）では、御所浦町教育特区として、株式会社清風学園
グループが、広域制通信高校であり全国どこからでも入学できる新しいタイプ
の通信制高校「勇志国際高校」の本校を開校している。

22



事 例 コ ー ド 023

大 分 類 コミュニティ・交流

小 分 類 都市交流

内 容 特区における学校設置会社による学校設置

説 明 株式会社による単位・通信制高校である「くまもと清陵高校」を設置し、地域
の不登校生や高校中退者等のニーズに応えるとともに、各地より集まる生徒
と村民との交流により、教育分野での地域活性化を図る。

九 州 内 外 内 地 域 分 類 中山間地域

都 道 府 県 熊本県 市 町 村 阿蘇郡南阿蘇村

人 材 ・ 組 織 区 分 事業者

人 材 ・ 組 織 名 称 (株)ふりーだむ

事 業 区 分 国

事 業 内 容 特区法

技 術 内 容 学校運営

集 落 資 産 ・ 資 源 １ 空地 集 落 資 産 ・ 資 源 ２

集 落 資 産 ・ 資 源 ３ 集 落 資 産 ・ 資 源 ４

集 落 資 産 ・ 資 源 ５

文 献 名

U R L http://www.kantei.go.jp/jp/singi/kouzou2/kouhyou/041208/dai6/085toke.pdf

画 像 フ ァ イ ル 名

知 恵 袋 集

詳 細 ■南阿蘇村教育特区として、「市町村教育委員会による特別免許状授与事
業」を活用し、農林業従事者から学ぶ体験学習や、地域ボランティア活動を取

 り入れた特色ある教育を実施する。■学校設置会社である(株)ふりーだむグ
ループは、学習塾や不登校児童をサポートするＮＰＯ法人「熊本元気っ子クラ
ブ」などを経営。
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事 例 コ ー ド 024

大 分 類 コミュニティ・交流

小 分 類 コミュニティ活性化

内 容 空き家を活用した地域の活性化

説 明 鹿児島県鹿屋市串良町柳谷町内会が集落内の空き家対策として、「迎賓館」
と名付けた集落の空き家に県内外の芸術家に住んでもらう取り組みを平成１
８年より開始している。。

九 州 内 外 内 地 域 分 類 中山間地域

都 道 府 県 鹿児島県 市 町 村 鹿屋市

人 材 ・ 組 織 区 分 住民団体

人 材 ・ 組 織 名 称 柳谷町内会

事 業 区 分 住民

事 業 内 容 町内会活動

技 術 内 容 不動産活用

集 落 資 産 ・ 資 源 １ 空家 集 落 資 産 ・ 資 源 ２

集 落 資 産 ・ 資 源 ３ 集 落 資 産 ・ 資 源 ４

集 落 資 産 ・ 資 源 ５

文 献 名

U R L http://www.maff.go.jp/j/nousin/nousei/e-mag/pdf/028.pdf

画 像 フ ァ イ ル 名

知 恵 袋 集

詳 細 ■スーパー跡の空き家を「ギャラリーやねだん」に改装して、３ヶ月に１回、こ
のギャラリーで個展を開き地域の文化向上に貢献することを居住条件に芸術
家を入居させている。２００７年7月現在、石川県や富山県等の芸術家６人（画
家、陶芸家、写真家、ガラス作家）が柳谷集落の迎賓館に住んでおり、この取
組を通して、集落全体の文化向上や活性化へ繋げていくことが期待されてい
る。柳谷集落はいろんな取組により、１９年度に４家族がＵターンしている。
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事 例 コ ー ド 025

大 分 類 地域産業・経済

小 分 類 地域特産品開発

内 容 町内会が自主財源確保のために特産品を製造・販売

説 明 鹿児島県鹿屋市串良町柳谷町内会が、行政に頼らず「安心して暮らせる地
域を自分たちの力でつくろう」と、遊休農地を活用したでんぷん用サツマイモ
の生産や、生ごみや畜産ふん尿の発酵処理用の土着菌を製造・販売し、集
落の運営費を捻出している。

九 州 内 外 内 地 域 分 類 中山間地域

都 道 府 県 鹿児島県 市 町 村 鹿屋市

人 材 ・ 組 織 区 分 住民団体

人 材 ・ 組 織 名 称 柳谷町内会

事 業 区 分 住民

事 業 内 容 町内会活動

技 術 内 容 農業技術

集 落 資 産 ・ 資 源 １ 農地 集 落 資 産 ・ 資 源 ２

集 落 資 産 ・ 資 源 ３ 集 落 資 産 ・ 資 源 ４

集 落 資 産 ・ 資 源 ５

文 献 名

U R L http://www.yanedan.com/katudou.html

画 像 フ ァ イ ル 名

知 恵 袋 集

詳 細 ■土着菌堆肥で育てたサツマイモのオリジナル焼酎や自然薯（やまいも）を
使った商品づくりを行いＷｅｂで販売し、益金により、独居老人宅への緊急警
報装置や全戸への防犯ベルの設置をはじめ、子供たちの学力向上を図るた
めの「寺子屋」の運営、昔の日常品を集めた「お宝歴史館」等集落の施設設備

 を行い、行政に極力頼らない独自の集落づくりを進めている。■Ｈ２０年度は
余剰金が約４００万円あり、住民たちは余剰金の一部で足腰が弱ったお年寄
りに貸し出す手押し車１８台を購入。残金は将来の為に蓄えた。
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事 例 コ ー ド 026

大 分 類 コミュニティ・交流

小 分 類 定住促進

内 容 NPOと行政の協働事業による空き家バンク

説 明 佐賀県武雄市では、過去10年間で人口の20％が減少している地域（若木町・
武内町・西川登町）を対象とした定住促進策として、 NPO法人が市の委託を
受け、空き家バンクに登録された住宅の状況調査と、定住支援活動を行って
いる。

九 州 内 外 内 地 域 分 類 中山間地域

都 道 府 県 佐賀県 市 町 村 武雄市

人 材 ・ 組 織 区 分 ＮＰＯ

人 材 ・ 組 織 名 称 NPO法人「循環型たてもの研究塾」

事 業 区 分 市

事 業 内 容 「定住特区補助金」、「空き家情報登録制度（空き家バンク）」

技 術 内 容 ＩＣＴ技術、不動産管理

集 落 資 産 ・ 資 源 １ 空家 集 落 資 産 ・ 資 源 ２

集 落 資 産 ・ 資 源 ３ 集 落 資 産 ・ 資 源 ４

集 落 資 産 ・ 資 源 ５

文 献 名

U R L http://inakanoie.com/akiya/akiya-bank.html

画 像 フ ァ イ ル 名

知 恵 袋 集

詳 細 ■ＮＰＯ法人は地域保全や資源の有効活用のため、空き家・空き地の現状調
査を行い、活用の方向を提案。委託管理なども行いながら継続的に事業を行
い、持ち主と利用者のマッチングシステムを作り上げ、過疎地域の環境改善と
情報の収集・発信による地域交流の活性化を図っている。また、 Ｗｅｂ上等で
の空き家バンクシステムや「武雄市定住特区補助金」等を活用して外部から
の定住を促進している。
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事 例 コ ー ド 027

大 分 類 コミュニティ・交流

小 分 類 コミュニティ活性化

内 容 小規模集落元気作戦

説 明 兵庫県では、人口が減少し高齢化が進んだ小規模な集落を対象に、その活
性化に向けた住民の主体的な取組を支援する「小規模集落元気作戦」を展
開しており、その一環として、持続可能な交流ができる都市部（県内・大阪・京
都等）の団体やグループを募集している。

九 州 内 外 外 地 域 分 類 中山間地域

都 道 府 県 兵庫県 市 町 村

人 材 ・ 組 織 区 分 行政

人 材 ・ 組 織 名 称 兵庫県

事 業 区 分 県

事 業 内 容 小規模集落元気作戦、事業期間は3年間、初年度のＨ20年度予算20,000 千
円

技 術 内 容 都市交流

集 落 資 産 ・ 資 源 １ 農地 集 落 資 産 ・ 資 源 ２ 農作物

集 落 資 産 ・ 資 源 ３ 自然景観 集 落 資 産 ・ 資 源 ４

集 落 資 産 ・ 資 源 ５

文 献 名

U R L http://shoukiboshuuraku.web.fc2.com/

画 像 フ ァ イ ル 名

知 恵 袋 集

詳 細 ■ 兵庫県内の９市町の１２集落を対象とし、Ｈ20年８月より都市パートナーを
 募集■ 初年度は、お試しの交流活動「交流トライやる」として２種類を予定。

①「集落が都市住民を迎えて行う交流活動」（例：農作業体験、地元の祭への
参加など）。②「集落が都市を訪問して行う交流活動」 （例：都市部での朝市の
開催など）
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事 例 コ ー ド 028

大 分 類 コミュニティ・交流

小 分 類 コミュニティ活性化

内 容 五島市心のふるさと市民～バーチャル五島市～

説 明 長崎県の五島市外において、五島を離れて暮らす人や五島のファンが「心の
 ふるさと市民」として市に登録し、「五島の今」を市から毎月知らせる。

九 州 内 外 内 地 域 分 類 離島地域

都 道 府 県 長崎県 市 町 村 五島市

人 材 ・ 組 織 区 分 行政

人 材 ・ 組 織 名 称 五島市

事 業 区 分 行政

事 業 内 容 「心のふるさと市民」制度　Ｈ19年より事業開始

技 術 内 容 ＩＣＴ技術

集 落 資 産 ・ 資 源 １ ブロードバンド 集 落 資 産 ・ 資 源 ２ インターネット利用技術

集 落 資 産 ・ 資 源 ３ 集 落 資 産 ・ 資 源 ４

集 落 資 産 ・ 資 源 ５

文 献 名

U R L http://www.city.goto.nagasaki.jp/pc/kokorono_furusato/index.html#03

画 像 フ ァ イ ル 名

知 恵 袋 集

詳 細 ■登録市民には、来島の際の割引やサービスなどの特典やインターネットに
よる交流の場を設けて、来島しやすく、意見を出しやすい環境を整えている。
基本的には無料だが、五島市からのお知らせなどを郵送で受け取る場合は送

 料分を年間１，０００円が必要となる。■ 「心のふるさと市民」になるために
は、「五島市心のふるさと市民」住民登録申請書（様式第1号）に必要事項を記
入し五島市豊かな島づくり市長公室内バーチャル五島市役所へ送付、バー
チャル五島市役所から「五島市心のふるさと市民」住民票（カード）が届いた

 ら、手続き完了■ 心のふるさと市民の交流の場として、Ｗｅｂ上の「ＧＯＴＯか
たらんねっと」(五島市地域ＳＮＳ）にコミュニティ「心のふるさと市民」を設けて
いる
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事 例 コ ー ド 029

大 分 類 コミュニティ・交流

小 分 類 コミュニティ活性化

内 容 地域ＳＮＳ

説 明  Ｗeｂ上でのSNS（ソーシャル・ネットワーキング・サイト）を生かし、ローカルエ
リアでの人々のネットワーク、絆を活性化させようとする動きが、2005年頃か
ら盛んになっており、九州各地でも多くのサイトがあり、八代市はその先駆け
である。

九 州 内 外 内 地 域 分 類 中心市街地

都 道 府 県 熊本県 市 町 村 八代市

人 材 ・ 組 織 区 分 行政

人 材 ・ 組 織 名 称 八代市

事 業 区 分 市

事 業 内 容 ごろっとやっちろ（サイト名称）

技 術 内 容 ＩＣＴ技術

集 落 資 産 ・ 資 源 １ ブロードバンド 集 落 資 産 ・ 資 源 ２ インターネット利用技術

集 落 資 産 ・ 資 源 ３ 集 落 資 産 ・ 資 源 ４

集 落 資 産 ・ 資 源 ５

文 献 名

U R L http://www.gorotto.com/

画 像 フ ァ イ ル 名

知 恵 袋 集

詳 細 ■「地域SNS」と呼ばれる実社会に密着したウェブ上のコミュニケーションツー
ルは、これまで点在していた地域の人々や各種サークルを有機的に結び、そ
こで生じたシナジーにより、地域社会の活性化、問題解決といった成果を生み

 出しつつある。■八代市は全国に先駆けてインターネットを活用したソーシャ
ル・ネットワーキング・サービスを自治体で初めて導入し、地域コミュニティの活
性化を促進し、情報通信技術の利活用の推進に多大な貢献があったというこ
とで、Ｈ18年に九州総合通信局長表彰を受けている。。
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事 例 コ ー ド 030

大 分 類 コミュニティ・交流

小 分 類 コミュニティ維持

内 容 集落機能再編

説 明 ９２ある集落を、地域間の交流のある地区ごとに10地区を設け、人材不足等
により維持できなくなってきた地域の伝統行事の維持・復活や忘れつつある
良き集落機能を再発見し、機能維持を図る

九 州 内 外 内 地 域 分 類 半島

都 道 府 県 鹿児島県 市 町 村 肝属郡錦江町

人 材 ・ 組 織 区 分 行政

人 材 ・ 組 織 名 称 錦江町

事 業 区 分 町

事 業 内 容 地域づくり事業、Ｈ19年度～Ｈ21年度実施　各年度予算5,000千円、総額
15,000千円

技 術 内 容 特に無し

集 落 資 産 ・ 資 源 １ 自治会 集 落 資 産 ・ 資 源 ２

集 落 資 産 ・ 資 源 ３ 集 落 資 産 ・ 資 源 ４

集 落 資 産 ・ 資 源 ５

文 献 名

U R L http://www.town.kinko.lg.jp/kinko02/forms/ganbaru/ganba20.pdf

画 像 フ ァ イ ル 名

知 恵 袋 集

詳 細 ■限界集落突破プロジェクトとして、町が立案した事業である。過疎化・高齢
化の進んだ町において、地域住民の自主的な話し合い活動により自ら考え自
分たちの地域を自分たちの力で活性化させる目的で創設され、旧町ごとでそ
れぞれ異なっていたむらづくり事業や学校区振興会や子ども会活動等を再編
し、92自治会を昔からの繋がりのある自治会ごとに10地区公民館に区分して

 地域づくりを支援していく。■日常の生活をしていく上で衰退してきた地域コ
ミュニティ活動（地区内美化・景観作業や伝統行事の継承・復活等子供達への
目配り、高齢世帯への声かけ運動など）身近に出来る事から取り組み、多くの
地区住民の参画により元気で頑張る地域を復活させる。
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事 例 コ ー ド 031

大 分 類 コミュニティ・交流

小 分 類 都市交流

内 容 田舎体験等における環境維持費

説 明 田舎暮らしを志向する都会人や島体験の子どもらを受け入れる際、一人一日
五百円の「環境維持費」を出してもらい、集落の自然や文化、暮らしを継続す
る経費に充てる取り組み。また、同時に半泊のよさを生かした田舎暮らしの場
「田園ミュージアム」の形成に乗り出す。

九 州 内 外 内 地 域 分 類 離島

都 道 府 県 長崎県 市 町 村 五島市

人 材 ・ 組 織 区 分 住民団体

人 材 ・ 組 織 名 称 半泊地域協議会、新現役の会＆農援隊

事 業 区 分 住民団体

事 業 内 容 農山漁村地域力発掘支援モデル事業、Ｈ20年度開始で五カ年で1,100万円

技 術 内 容 特に無し

集 落 資 産 ・ 資 源 １ 自然 集 落 資 産 ・ 資 源 ２

集 落 資 産 ・ 資 源 ３ 集 落 資 産 ・ 資 源 ４

集 落 資 産 ・ 資 源 ５

文 献 名

U R L  http://www.nagasaki-np.co.jp/douga/20080805/05.shtml

画 像 フ ァ イ ル 名

知 恵 袋 集

詳 細 ■ 長崎市五島市戸岐町半泊の旧戸岐小半泊分校の廃校舎を拠点とし、限界
集落再生や農家の暮らしを体験する「田園ミュージアム構想」を進める民間組
織「新現役の会＆農援隊」が提案し、Ｈ20年度山梨から来島した山梨大教育
人間科学部の川村協平教授を中心とする野外教育研究会の八人と山梨県の

 児童生徒ら三十四人が実行した。■ 環境維持費は一人四泊二千円、約四
十人で八万円。半泊四世帯で発足した住民組織「半泊親睦（しんぼく）会」が使
い道を検討。看板や教会補修費、救急箱購入や住民が急患になった際の搬

 送費などを想定している。■ 同農援隊や五島市、市民組織などでつくる「半
泊地域協議会」は先月、農林水産省の「農山漁村地域力発掘支援モデル事
業」に採択され、五カ年で千百万円の助成が決定。半泊のよさを生かした田舎
暮らしの場「田園ミュージアム」の形成に乗り出す。
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事 例 コ ー ド 032

大 分 類 コミュニティ・交流

小 分 類 都市交流

内 容 廃校利用のアトリエ

説 明 小学校の廃校を利用した芸術家のアトリエ。ギャラリー「野月舎」、絵画教室、
地域開放型ギャラリーとしても活用している。

九 州 内 外 内 地 域 分 類 中山間地域

都 道 府 県 鹿児島県 市 町 村 日置市

人 材 ・ 組 織 区 分 行政

人 材 ・ 組 織 名 称 日置市

事 業 区 分 市

事 業 内 容 一般財源

技 術 内 容 不動産活用

集 落 資 産 ・ 資 源 １ 廃校 集 落 資 産 ・ 資 源 ２

集 落 資 産 ・ 資 源 ３ 集 落 資 産 ・ 資 源 ４

集 落 資 産 ・ 資 源 ５

文 献 名

U R L http://www.chiiki-dukuri-hyakka.or.jp/1_all/jirei/2005_renewal/HTML/47jirei/

画 像 フ ァ イ ル 名

知 恵 袋 集

詳 細 ■昭和60年に廃校となった「野首小学校」を、建物を保存したいという地域の
ニーズと広い活動場所を求めていた洋画家「佳月優」氏のニーズがタイミング
良くマッチし、Ｈ11年に旧吹上町一般財源で整備し、氏が貸借契約し入居して

 いる。■平成14年には１教室を地域開放型画廊「ギャラリー野月舎」として開
設。町内外の様々な芸術家が個展を開く場として開放された。これにより町内
はもとより県外からの来訪者も後を絶たず、閉校以来過疎の一途をたどって
いた地区に、芸術を通した交流人口が訪れるようになった。絵画教室や地域
の小学校の課外授業や育成会活動も行い、年間利用者数は約 6,000人。野
月舎の隣のスペースには、服飾デザイナー博多和宏氏のアートギャラリーが
オープンし、芸術分野でのシナジー効果による地域活性化がめばえつつあ
る。
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事 例 コ ー ド 033

大 分 類 国土保全

小 分 類 農地保全

内 容 牛の放牧による農地保全

説 明 耕作放棄地や人手の入りにくい急な斜面等に牛を放牧し、農地の荒廃を防
止する。肉用牛（繁殖牛）の放牧は、耕作放棄地の解消と肉用牛の低コスト
生産等に成果がある。

九 州 内 外 内 地 域 分 類 中山間地域

都 道 府 県 大分県 市 町 村 豊後高田市

人 材 ・ 組 織 区 分 大学

人 材 ・ 組 織 名 称 九州大学

事 業 区 分 県

事 業 内 容 提案型地域産業支援事業（夢未来創造事業）、Ｈ18年事業開始

技 術 内 容 放牧技術

集 落 資 産 ・ 資 源 １ 耕作放棄地 集 落 資 産 ・ 資 源 ２ 農地

集 落 資 産 ・ 資 源 ３ 集 落 資 産 ・ 資 源 ４

集 落 資 産 ・ 資 源 ５

文 献 名

U R L http://www.maff.go.jp/kyusyu/jyouhou/genchi/tokutei/20060811/1806_20.ht

画 像 フ ァ イ ル 名

知 恵 袋 集

詳 細 ■ 大分県豊後高田市の西高地域では、Ｈ13年から豊後高田市（旧香々地
町）、大分県、九州大学農学部の合同研究チームが、みかん荒廃園を利用し
雑草をえさにした牛の放牧実験を行っており、この研究チームに協力してきた
放牧未経験の30代から60代の兼業農家（平均年齢約50歳）が「西高の農地を

 守る放牧の会」を結成し、18年5月より荒廃農地への放牧を開始した。■ 放
牧は、JAくにさき西部が事業主体であるリース事業や、大分県の「提案型地域
産業支援事業（夢未来創造事業）」によって購入した牛や施設を利用してい
る。（会の負担は50％である。）Ｈ18年現在は会員数7名、市内5カ所約18haで

 13頭の放牧に取り組んでいる。■ 熊本県球磨郡球磨村の日本の棚田百選
に選ばれた「松谷棚田」では、手の入りにくい急な斜面にヤギを放牧し、農地
の荒廃を防止する試みが実施されている。
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事 例 コ ー ド 034

大 分 類 コミュニティ・交流

小 分 類 コミュニティ活性化

内 容 むらづくり応援隊

説 明 鹿児島県は地域内外の多様な主体が連携した共生・協働のむらづくりを推進
するため，農村集落の「むらづくり委員会」からの要請に応じて県内のむらづ
くり実践リーダーやＮＰＯ法人等を派遣している。

九 州 内 外 内 地 域 分 類

都 道 府 県 鹿児島県 市 町 村

人 材 ・ 組 織 区 分 行政

人 材 ・ 組 織 名 称 鹿児島県

事 業 区 分 県

事 業 内 容 むらづくり応援隊

技 術 内 容 特に無し

集 落 資 産 ・ 資 源 １ むらづくり委員会 集 落 資 産 ・ 資 源 ２ 自治会

集 落 資 産 ・ 資 源 ３ 集 落 資 産 ・ 資 源 ４

集 落 資 産 ・ 資 源 ５

文 献 名

U R L http://www.pref.kagoshima.jp/sangyo-rodo/nogyo/noson/mura/index.html

画 像 フ ァ イ ル 名

知 恵 袋 集

詳 細 ■平成２０年４月１日現在，２４団体３１個人をむらづくり応援隊として登録して
 いる。■原則として農村集落の「むらづくり委員会」の要請に応じて派遣。応

援隊の派遣を希望する場合は，市町村を経由して，県地域振興局（支所）・支
庁へむらづくり応援隊派遣要請書を提出する等の手続きが必要。派遣要請手
続きや応援隊等についての詳しい内容等は，県地域振興局（支所）・支庁もし
くは市町村，県庁農村振興課で案内している。
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事 例 コ ー ド 035

大 分 類 コミュニティ・交流

小 分 類 コミュニティ維持

内 容 集落応援隊

説 明 大分県は草刈りの手伝いや産品購入などの支援ができる企業やＮＰＯを、
困っている小規模集落に紹介する「集落応援隊」制度をＨ21年度から始め
る。

九 州 内 外 内 地 域 分 類

都 道 府 県 大分県 市 町 村

人 材 ・ 組 織 区 分 行政

人 材 ・ 組 織 名 称 大分県

事 業 区 分 県

事 業 内 容 くらしにぬくもり小規模集落応援事業　Ｈ21年度予算8,960千円

技 術 内 容 特に無し

集 落 資 産 ・ 資 源 １ 耕作放棄地 集 落 資 産 ・ 資 源 ２ 農地

集 落 資 産 ・ 資 源 ３ 里山 集 落 資 産 ・ 資 源 ４ 棚田

集 落 資 産 ・ 資 源 ５ 自然

文 献 名

U R L http://www.pref.oita.jp/11400/h21/youkyu/data/kikaku.pdf

画 像 フ ァ イ ル 名

知 恵 袋 集

詳 細 ■ 活動経費を補助しながら社会貢献活動に意欲的な企業、団体の参加を促
し、過疎高齢化に悩む小規模集落の支援に一役買ってもらう。来年度予算案

 の編成に向けて紹介の仕組みや活動の対象範囲を検討している■ 現在検
討中の仕組みでは、県の振興局や市役所、町村役場に集落相談コーナーを
設け、課題や悩みを持つ集落を把握する。企業、団体は「集落の作業に人を
出せる」「農産物を社員食堂で買い取れる」といった支援方法や活動場所など
の情報を応援隊の運営組織に登録。ニーズの突き合わせ作業（マッチング）を

 して、条件が合う集落を紹介する―という流れになる。■ 県が橋渡し役にな
り、耕作放棄地の草刈りや貯水タンクの清掃などの活動を応援隊に依頼。人
材の派遣だけでなく、寄付金や物資提供、農産品の購入などの支援も受け付
ける。将来的には橋渡し役を民間に任せ、行政が関与しなくても継続できる仕
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事 例 コ ー ド 036

大 分 類 国土保全

小 分 類 鳥獣被害防止

内 容 公務員ハンター

説 明 高知県香美市では鳥獣被害に対するハンター不足が深刻なため、2008年免
許を持つ職員３人による「鳥獣被害対策実施隊」を発足（１人は昨年、免許を
取得したばかり）した。。

九 州 内 外 外 地 域 分 類 中山間地域

都 道 府 県 高知県 市 町 村 香美市

人 材 ・ 組 織 区 分 行政

人 材 ・ 組 織 名 称 香美市

事 業 区 分 市

事 業 内 容 鳥獣被害対策実施隊　事業年度平成20年度～平成22年度

技 術 内 容 鳥獣駆除技術

集 落 資 産 ・ 資 源 １ 鳥獣 集 落 資 産 ・ 資 源 ２

集 落 資 産 ・ 資 源 ３ 集 落 資 産 ・ 資 源 ４

集 落 資 産 ・ 資 源 ５

文 献 名

U R L http://www.city.kami.kochi.jp/pdf/92987_01.pdf

画 像 フ ァ イ ル 名

知 恵 袋 集

詳 細 ■ 鳥獣被害対策実施隊は香美市職員（市長が任命した職員）で結成し、捕
獲、被害防止策の普及啓発等、市内の被害対策についての取り組みを進め

 るとともに、香美猟友会と連携して捕獲を行う■ また、ニホンジカ、イノシシに
ついては、阿佐地域鳥獣害防止広域対策協議会と連携して、食肉としての利
活用を目指す。なお、食肉として加工、販売する場合は、食品衛生法、シカ肉
処理ガイドライン（平成20年度制定予定）に準じた食肉を使用するものとする。
 
■ 富山県魚津市でも、鳥獣被害に対するハンター不足が深刻なため、「魚津
市鳥獣被害防止計画」において職員をハンターとして養成することを策定し、
2008年11月現在消防署員ら２０～５０歳代の9人の職員が免許取得を目指し
ている。また、市として補助金を利用しての猟銃の購入も予定。
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事 例 コ ー ド 037

大 分 類 国土保全

小 分 類 鳥獣被害防止

内 容 有害鳥獣の食肉加工施設

説 明 有害鳥獣として駆除されたシカを食肉資源として有効活用するため、西日本
で初のシカ肉専門の加工販売業者となる「株式会社丹波姫もみじ」が元市職
員により設立された。

九 州 内 外 外 地 域 分 類 中山間地域

都 道 府 県 京都府 市 町 村 丹波市

人 材 ・ 組 織 区 分 事業者

人 材 ・ 組 織 名 称 株式会社丹波姫もみじ

事 業 区 分 民間

事 業 内 容 シカ肉解体加工施設

技 術 内 容 解体加工技術

集 落 資 産 ・ 資 源 １ 鳥獣 集 落 資 産 ・ 資 源 ２

集 落 資 産 ・ 資 源 ３ 集 落 資 産 ・ 資 源 ４

集 落 資 産 ・ 資 源 ５

文 献 名

U R L http://www.pref.kyoto.jp/gikai/html/joho/jounin5-noukan.html

画 像 フ ァ イ ル 名

知 恵 袋 集

詳 細 ■ 「株式会社丹波姫もみじ」はＮＰＯ法人ノッツと提携してのネット販売や、自
社Ｗｅｂページでの販売を行っている。平成二十年には、県の補助金を活用
し、食品会社と協力して、丹波の他の特産品（栗、大納言小豆等）と組み合わ

 せた加工品開発も研究している。■ 日本では、あまり馴染みのないシカ肉だ
が、狩猟の盛んなヨーロッパでは極めて一般的で、最近では、日本のレストラ
ンでも「ジビエ（野獣肉）料理」として親しまれるようになっており、北海道では
捕獲から流通までのガイドラインを設け、駆除したエゾシカの利用が以前から
行われている。
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事 例 コ ー ド 038

大 分 類 国土保全

小 分 類 鳥獣被害防止

内 容 網・わな猟免許取得助成金

説 明 長崎市では、農作物被害対策を目的として免許を取得しようとする農業者、
農協職員等で講習会及び免許試験の両方を受けたものに対して、免許申請
手数料及び狩猟免許講習会受講料の2分の1を助成している

九 州 内 外 内 地 域 分 類

都 道 府 県 長崎県 市 町 村 長崎市

人 材 ・ 組 織 区 分 行政

人 材 ・ 組 織 名 称 長崎市

事 業 区 分 市

事 業 内 容 有害鳥獣対策事業　

技 術 内 容 鳥獣駆除技術

集 落 資 産 ・ 資 源 １ 鳥獣 集 落 資 産 ・ 資 源 ２

集 落 資 産 ・ 資 源 ３ 集 落 資 産 ・ 資 源 ４

集 落 資 産 ・ 資 源 ５

文 献 名

U R L http://www1.city.nagasaki.nagasaki.jp/nogyo/information/index.html

画 像 フ ァ イ ル 名

知 恵 袋 集

詳 細 ■免許申請手数料   5,300円（１／２を補助）、講習会受講費　   10,000円（１／
２補助）

38



事 例 コ ー ド 039

大 分 類 国土保全

小 分 類 鳥獣被害防止

内 容 有害鳥獣進入防止事業費補助金

説 明 長崎市では、有害鳥獣の進入を防止するため、集落の農地をワイヤーメッ
シュで囲う集落に対して材料費 の7割を補助している。

九 州 内 外 内 地 域 分 類

都 道 府 県 長崎県 市 町 村 長崎市

人 材 ・ 組 織 区 分 行政

人 材 ・ 組 織 名 称 長崎市

事 業 区 分 市

事 業 内 容 有害鳥獣対策事業　

技 術 内 容 特に無し

集 落 資 産 ・ 資 源 １ 鳥獣 集 落 資 産 ・ 資 源 ２

集 落 資 産 ・ 資 源 ３ 集 落 資 産 ・ 資 源 ４

集 落 資 産 ・ 資 源 ５

文 献 名

U R L http://www1.city.nagasaki.nagasaki.jp/nogyo/information/index.html

画 像 フ ァ イ ル 名

知 恵 袋 集

詳 細 ■集落の農地をワイヤーメッシュで囲う材料費 の7割を補助する。採択要件：
受益戸数3戸以上、農業振興地域の農用地区域内の農地、1団地あたり2ha以
上　（中山間地域：１団地あたり１ha以上）。
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事 例 コ ー ド 040

大 分 類 国土保全

小 分 類 鳥獣被害防止

内 容 電気柵等の無償貸与

説 明 長崎市では、有害鳥獣の進入を防止するため、電気柵等の無償貸与を行っ
ている。

九 州 内 外 内 地 域 分 類

都 道 府 県 長崎県 市 町 村 長崎市

人 材 ・ 組 織 区 分 行政

人 材 ・ 組 織 名 称 長崎市

事 業 区 分 市

事 業 内 容 有害鳥獣対策事業　

技 術 内 容 鳥獣駆除技術

集 落 資 産 ・ 資 源 １ 狩猟免許所持者 集 落 資 産 ・ 資 源 ２ 鳥獣

集 落 資 産 ・ 資 源 ３ 集 落 資 産 ・ 資 源 ４

集 落 資 産 ・ 資 源 ５

文 献 名

U R L http://www1.city.nagasaki.nagasaki.jp/nogyo/information/index.html

画 像 フ ァ イ ル 名

知 恵 袋 集

詳 細 ■電気柵本体の無償貸与：原則3人以上での共同で設置されるものに、農協
 を通じて本体30基を貸与。ただし 柵線・支柱等については受益者負担。■

鹿・イノシシ等進入防止ネットの無償貸与：原則3人以上での共同で設置され
 るものに、農協を通じて貸与。■イノシシ箱わなの無償貸与：農作物被害防

止対策を目的として捕獲を実施する狩猟免許所持者に対し、農協を通じてイノ
シシ箱わなを貸与する
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事 例 コ ー ド 041

大 分 類 地域産業・経済

小 分 類 農業振興

内 容 ＮＰＯ法人会員によるトラスト農場

説 明 天草地域で増加している遊休農地を天草市が借り上げ、リース方式でその遊
休農地をＮＰＯ法人グリーンライフあまくさが借り受けて、共同農場「グリーン
ライフ・ファーム」を設置する。

九 州 内 外 内 地 域 分 類

都 道 府 県 熊本県 市 町 村 天草市

人 材 ・ 組 織 区 分 行政

人 材 ・ 組 織 名 称 天草市

事 業 区 分 国

事 業 内 容 頑張る地方応援プログラム

技 術 内 容 農業技術

集 落 資 産 ・ 資 源 １ 農地 集 落 資 産 ・ 資 源 ２

集 落 資 産 ・ 資 源 ３ 集 落 資 産 ・ 資 源 ４

集 落 資 産 ・ 資 源 ５

文 献 名 39　天草市　ＮＰＯ法人会員によるトラスト農場

U R L http://www.green-life.amakusa.jp/

画 像 フ ァ イ ル 名

知 恵 袋 集

詳 細 ■Ｈ18年の国土施策創発調査費で計画内容が検討された。グリーンライフ・
ファームはＮＰＯ法人会員によるトラスト農場（農林地トラスト方式による土地
利用の制度設計）として運営し、農作業体験を行いながら、自給的な暮らしが
できる基礎を習得。また、農作業は地域住民の指導を受けながら行い、地域

 住民との交流も併せて行う。■天草地域でグリーンライフの実現を目指す都
市住民が、天草に定住・二地域居住するための短・中・長期的に滞在できる施
設（宿）を「グリーンライフ・ビレッジ」としてＨ20年12月に開設し、グリーンライ
フ・ビジネスとして、地元住民による地元の食材用いての「ふるさと薬膳レスト
ラン“なぎ”」を平成20年１２月４日オープンした。
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事 例 コ ー ド 042

大 分 類 地域産業・経済

小 分 類 農業振興

内 容 都市交流による棚田保全

説 明 地元農家が主宰する「山村塾」や、「里山・田園保全ワーキングホリデー」を通
じて、都市住民と農山村住民とが一体となり、棚田や山林といった豊かな里
山環境を保全する。

九 州 内 外 内 地 域 分 類 中山間地域

都 道 府 県 福岡県 市 町 村 八女郡黒木町

人 材 ・ 組 織 区 分 住民団体

人 材 ・ 組 織 名 称 山村塾

事 業 区 分 大学

事 業 内 容 里山・田園保全ワーキングホリデー

技 術 内 容 農業技術

集 落 資 産 ・ 資 源 １ 農地 集 落 資 産 ・ 資 源 ２ 里山

集 落 資 産 ・ 資 源 ３ 棚田 集 落 資 産 ・ 資 源 ４ 自然

集 落 資 産 ・ 資 源 ５

文 献 名

U R L http://www.h3.dion.ne.jp/~sannsonn/

画 像 フ ァ イ ル 名

知 恵 袋 集

詳 細 ■地元農家を中心とした「山村塾」が、都市住民を対象に、荒廃した棚田の復
田と環境保全型農業の実践を行う「稲作体験コース」と風倒木被害地における
広葉樹の植林などを行う「山林体験コース」を開催している。他にも同塾は里
山ミニワーク等の行事や農業体験交流施設「四季菜館」の運営等を行ってい

 る。■九州大学（旧九州芸工大）重松敏則教授の提案による「里山・田園保
全ワーキングホリデー」が毎年実施され、国内外から多くの参加者があり、ま
た、これまでの大学と地元とも連携による活動成果から、町と九州大学との間
に協定が結ばれ、同施設を大学の学外研究拠点として活用するとともに、大
学の知や人材を活かした地域づくりを進めている。
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事 例 コ ー ド 043

大 分 類 地域産業・経済

小 分 類 農業振興

内 容 ワーキングホリデー

説 明 「西米良型ワーキングホリデー制度」により。都市部の人々は働きながら田舎
生活（観光旅行）を楽しみ、受け入れ側は人手不足の解消や新しい風を呼び
込むことができる

九 州 内 外 内 地 域 分 類 中山間地域

都 道 府 県 宮崎県 市 町 村 児湯郡西米良村

人 材 ・ 組 織 区 分 第３セクター

人 材 ・ 組 織 名 称 ㈱米良の庄

事 業 区 分 村

事 業 内 容 西米良型ワーキングホリデー制度

技 術 内 容 農業技術

集 落 資 産 ・ 資 源 １ 農地 集 落 資 産 ・ 資 源 ２ 自然

集 落 資 産 ・ 資 源 ３ 集 落 資 産 ・ 資 源 ４

集 落 資 産 ・ 資 源 ５

文 献 名

U R L http://www.nishimera.jp/modules/contents02/index.php/working/index.html

画 像 フ ァ イ ル 名

知 恵 袋 集

詳 細 ■ ワーキングホリデー参加者は受け入れ農家から得た賃金で村に滞在し、
余暇を楽しめる。運営主体は第３セクター「㈱米良の庄」が行い、受け入れ農

 家の状況を確認しながら、参加希望者に人手を必要とする農家を紹介する。
■ 受け入れ先は現在、カラーピーマンやユズなどの農家と食品加工所を合わ
せて8件。参加者の報酬は１人１日（7時間）、4,270円。双子キャンプ村に3,000

 円で宿泊でき、滞在費用はほとんどかけずに余暇を過ごすことができる。■ 
参加者は若い女性が多く、地元農家の若者との婚約や結婚に至った人もお
り、村が元気になったため、若者のＵ、Ｉターンも多い。
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事 例 コ ー ド 044

大 分 類 コミュニティ・交流

小 分 類 都市交流

内 容 ワーキングホリデー

説 明 「西米良型ワーキングホリデー制度」により。都市部の人々は働きながら田舎
生活（観光旅行）を楽しみ、受け入れ側は人手不足の解消や新しい風を呼び
込むことができる

九 州 内 外 内 地 域 分 類 中山間地域

都 道 府 県 宮崎県 市 町 村 児湯郡西米良村

人 材 ・ 組 織 区 分 第３セクター

人 材 ・ 組 織 名 称 ㈱米良の庄

事 業 区 分 村

事 業 内 容 西米良型ワーキングホリデー制度

技 術 内 容 農業技術

集 落 資 産 ・ 資 源 １ 農地 集 落 資 産 ・ 資 源 ２ 自然

集 落 資 産 ・ 資 源 ３ 集 落 資 産 ・ 資 源 ４

集 落 資 産 ・ 資 源 ５

文 献 名

U R L http://www.nishimera.jp/modules/contents02/index.php/working/index.html

画 像 フ ァ イ ル 名

知 恵 袋 集

詳 細 ■ ワーキングホリデー参加者は受け入れ農家から得た賃金で村に滞在し、
余暇を楽しめる。運営主体は第３セクター「㈱米良の庄」が行い、受け入れ農

 家の状況を確認しながら、参加希望者に人手を必要とする農家を紹介する。
■ 受け入れ先は現在、カラーピーマンやユズなどの農家と食品加工所を合わ
せて8件。参加者の報酬は１人１日（7時間）、4,270円。双子キャンプ村に3,000

 円で宿泊でき、滞在費用はほとんどかけずに余暇を過ごすことができる。■ 
参加者は若い女性が多く、地元農家の若者との婚約や結婚に至った人もお
り、村が元気になったため、若者のＵ、Ｉターンも多い。
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事 例 コ ー ド 045

大 分 類 地域産業・経済

小 分 類 地域特産品開発

内 容 サーファー米

説 明 新たな地域特産品「サーファー米」の栽培。Ｉターン者のほとんどがサーフィン
を動機に移住した者が多く、地元との交流機会の場、地元に溶け込みたいと
いう希望があり、このニーズに応えるための事業。

九 州 内 外 内 地 域 分 類 離島

都 道 府 県 鹿児島県 市 町 村 西之表市

人 材 ・ 組 織 区 分 ＮＰＯ

人 材 ・ 組 織 名 称 NPO「法人ジュントス」

事 業 区 分 民間

事 業 内 容 サーファー米

技 術 内 容 農業技術

集 落 資 産 ・ 資 源 １ 農地 集 落 資 産 ・ 資 源 ２

集 落 資 産 ・ 資 源 ３ 集 落 資 産 ・ 資 源 ４

集 落 資 産 ・ 資 源 ５

文 献 名

U R L http://www10.plala.or.jp/juntos/framepage1/right1.htm

画 像 フ ァ イ ル 名

知 恵 袋 集

詳 細 ■ サーファー米は「農薬を使用しない、クリーンな農業」をコンセプトに民宿
「珊瑚礁」経営者の河口修氏の指導で取り組んでいる。3～4年使っていなかっ
た田んぼ15ａ（1反5畝）をトラクターで復帰、40名の手植えによる田植、稲刈り
を行い、脱穀・精米し、白米と玄米の両方を作り、島内のお土産屋さんやＷｅｂ

 上で、価格500円（2合・320ｇ）にて販売している。■ 包装紙は再生紙を使用
し、デザインは商業デザイナー梅原真氏により、種子島の特産品をあしらい、

 ロケットをイメージした包装形態で土産ものというコンセプトによる。■ サー
フィン目当てに移住したＩターンの地元に溶け込みたいというニーズに応えるべ
く、地元住民が主体のＮＰＯによる取組。サーファー米以外にも地元でのネット
ワークづくりを目指し、「おばさん・波乗りネット」事業を開始した。郷土料理ｸﾞ
ﾙｰﾌﾟ「おっかんの里」とサーファーとの料理を通じてコンタクトを深め、最後は
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事 例 コ ー ド 046

大 分 類 地域産業・経済

小 分 類 地域特産品開発

内 容 漢方野菜直売

説 明 ニッチ（すきま）を利用した差別化商品の生産。地元商店街の衰退に歯止め
をかけるために、漢方野菜直売の元気村直売所出店事業を行っている。

九 州 内 外 内 地 域 分 類 中山間地域

都 道 府 県 佐賀県 市 町 村 多久市

人 材 ・ 組 織 区 分 住民団体

人 材 ・ 組 織 名 称 出店組合

事 業 区 分 民間

事 業 内 容 漢方野菜直売

技 術 内 容 農業技術

集 落 資 産 ・ 資 源 １ 農地 集 落 資 産 ・ 資 源 ２

集 落 資 産 ・ 資 源 ３ 集 落 資 産 ・ 資 源 ４

集 落 資 産 ・ 資 源 ５

文 献 名

U R L http://www.mlit.go.jp/kokudokeikaku/souhatu/h16seika/14hantei/14_sanson

画 像 フ ァ イ ル 名

知 恵 袋 集

詳 細 ■ 出店組合の組合長が平成９年から漢方野菜栽培に取り組んでいたことが
背景にある。組合長が漢方野菜栽培に興味をもったきっかけは、奥さんが体
調を崩し、「食」への関心が高まっていたときに、農協の技術員から肥料・農薬
の代わりに漢方を使った野菜栽培の話を聞いたことによる。その後研修会に

 も積極的に参加し、技術を身につけていった。■ 漢方栽培では、化学肥料の
代わりに漢方の搾りかすにサンゴの粉末や牛の骨粉、カキ殻などを混ぜたも

 のを土に投入し、農薬の代わりに漢方を煮詰めた上澄み液を葉面散布する
■ また、同時期に地元商店街の衰退に歯止めをかける目的で、地場食品に
力を入れた小売業の共同店舗「元気村ユアー新鮮館」設立構想が策定され、
多久市ＪＡも力を入れていた漢方野菜は最適商品として出品を期待されること
となり、漢方野菜栽培農家を中心に出店組合が結成された
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事 例 コ ー ド 047

大 分 類 生活サービス

小 分 類 無店舗対策

内 容 山のコンビニ

説 明  ＮＰＯ法人「耶馬溪ノーソンくらぶ」が、地区で唯一の小売店でありながら閉鎖
された旧ＪＡ支所を買取り、食料品や衣料、日常生活用品の小売店を経営し
ている

九 州 内 外 内 地 域 分 類 中山間地域

都 道 府 県 大分県 市 町 村 中津市

人 材 ・ 組 織 区 分 ＮＰＯ

人 材 ・ 組 織 名 称 ＮＰＯ法人「耶馬溪ノーソンくらぶ」

事 業 区 分 民間

事 業 内 容 ノーソン（店舗名）

技 術 内 容 店舗運営

集 落 資 産 ・ 資 源 １ 空家 集 落 資 産 ・ 資 源 ２ 農林水産物

集 落 資 産 ・ 資 源 ３ 集 落 資 産 ・ 資 源 ４

集 落 資 産 ・ 資 源 ５

文 献 名

U R L http://www.pref.oita.jp/10400/chiji/fureai/h19/05/24.html

画 像 フ ァ イ ル 名

知 恵 袋 集

詳 細 ■店がある地区の住民はわずか７００人、地区に日用雑貨や食品、衣類も買
える店が１つあったがなくなったため、　２００５年夏に、特定非営利活動法人
（ＮＰＯ法人）「耶馬渓ノーソンくらぶ」が閉じた店を買い取り、運営を開始した。
 
■ 店舗運営だけでなく、地区の高齢者が栽培した農産物を集荷し中津市や
別府市の量販店の産直コーナーで受託販売し、地区活性化に大きな成果もあ
げている。憩いのスペースとギャラリーも併設しており、地域の寄り合い所とし

 ての役割も果たしている。■ 農産物が都市部で売れるため、雑草だらけの
荒れ地が野菜畑に戻り、売れた分が現金収入となり、「ノーソン」での買い物も
増えている。
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事 例 コ ー ド 048

大 分 類 国土保全

小 分 類 農地保全

内 容 豚の放牧による農地保全

説 明 耕作放棄された棚田に豚を放牧し、農地の荒廃を防止している。豚の放牧
は、耕作放棄地の解消とブランド豚としての生産にも成果がある。

九 州 内 外 外 地 域 分 類 離島

都 道 府 県 山口県 市 町 村 熊毛郡上関島町

人 材 ・ 組 織 区 分 住民団体

人 材 ・ 組 織 名 称 祝島未来航海プロジェクト

事 業 区 分 民間

事 業 内 容 豚田兵

技 術 内 容 畜産技術

集 落 資 産 ・ 資 源 １ 耕作放棄地 集 落 資 産 ・ 資 源 ２

集 落 資 産 ・ 資 源 ３ 集 落 資 産 ・ 資 源 ４

集 落 資 産 ・ 資 源 ５

文 献 名 「集落支援ハンドブック」現代農業２００８年１１月増刊

U R L http://www5d.biglobe.ne.jp/~jf-iwai/iwaisimanohibi2007_4~6.htm

画 像 フ ァ イ ル 名

知 恵 袋 集

詳 細 ■ 棚田に侵入する竹や葛を豚の鼻が掘り起こし耕作可能地へ再生。豚は食
欲が旺盛なため、島内の野菜くずや傷もの果実も豚の餌となり、生ゴミの減

 量、資源循環にも寄与。■ 自然飼料を食べた豚はナチュラルな風味の「祝島
 放牧豚」として、内蔵を含め東京の仏料理店で人気を集めている。■ 在来島

民とＵ・Ｉターン者、島外生活者による「祝島未来航海プロジェクト」は他にも、農
業体験プログラムの策定、参加者の募集などの企画・運営を行っている
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事 例 コ ー ド 049

大 分 類 生活サービス

小 分 類 無店舗対策

内 容 共同出資店と車による移動販売

説 明 大張地区に唯一あった小売店が閉店したため、一戸あたり２千円の出資金と
事業主や役場職員からの出資も募り，総額２２０万円の開店資金を集め，閉
鎖したままのＪＡの購買部に共同出資店を開店。軽トラックによる移動販売も
おこなっている。

九 州 内 外 外 地 域 分 類 中山間地域

都 道 府 県 宮城県 市 町 村 伊具郡丸森町

人 材 ・ 組 織 区 分 住民団体

人 材 ・ 組 織 名 称 共同出資店

事 業 区 分 民間

事 業 内 容 なんでもや（店舗名）

技 術 内 容 店舗運営

集 落 資 産 ・ 資 源 １ 空き家 集 落 資 産 ・ 資 源 ２ 農作物

集 落 資 産 ・ 資 源 ３ 集 落 資 産 ・ 資 源 ４

集 落 資 産 ・ 資 源 ５

文 献 名 「集落支援ハンドブック」現代農業２００８年１１月増刊

U R L http://www.pref.miyagi.jp/tisin/hustle/hustle_26/forefront/forefront01.htm

画 像 フ ァ イ ル 名

知 恵 袋 集

詳 細 ■ 車を運転できない高齢者のために開いた、会員１１０名（出資者含めて３０
０名）による大張物産センター「なんでもや」は、１年目から黒字になる盛況で、

 店内には、食品、日用雑貨から農機具など、何でも売られている。■ 農産物
は、「なんでもや生産部会」の農家が朝収穫したものを、自分で値段をつけて
店頭に並べており、農家にとっては野菜などの新たな販路拡大につながり、生

 産に意欲が沸いている。■ 地域の生活を支えるとともに、地域住民の交流
 の場ができ、会話が復活したため、地域活性化の拠点となっている。■ 店に

来られない高齢者のために、週一回約３０軒を回る移動販売を実施している。
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事 例 コ ー ド 050

大 分 類 国土保全

小 分 類 景観形成

内 容 「花盛りの里山づくり」

説 明 集落全体で、隅々まで手入れの行き届いた箱庭のような景観を創りだす。

九 州 内 外 内 地 域 分 類 中山間地域

都 道 府 県 大分県 市 町 村 日田市

人 材 ・ 組 織 区 分 住民団体

人 材 ・ 組 織 名 称 小河内町農地保全組合

事 業 区 分 市

事 業 内 容 中山間地等直接支払制度、大分県の森林環境税の助成

技 術 内 容 園芸技術

集 落 資 産 ・ 資 源 １ 自然景観 集 落 資 産 ・ 資 源 ２ 農地

集 落 資 産 ・ 資 源 ３ 谷川 集 落 資 産 ・ 資 源 ４ 清流

集 落 資 産 ・ 資 源 ５

文 献 名 「集落支援ハンドブック」現代農業２００８年１１月増刊

U R L http://www.maff.go.jp/kyusyu/jyouhou/genchi/gen1710/1710_etc.html

画 像 フ ァ イ ル 名

知 恵 袋 集

詳 細 ■ 小河内町農地保全組合を中心に、第二次中山間地等直接支払制度のた
めのマスタープランに「美しいむらづくり」を集落の目指すべき将来像の一つと
して掲げ、集落を流れる谷川沿いや荒廃していた里山を手入れし、美しく豊か

 な「花盛りの里山づくり」を行っている。■ 活動には地域づくりを手伝ってもら
おうと募集した外部からの農村サポーターなどのボランティアが参加してい

 る。■ 谷川沿いに落葉広葉樹と常緑広葉樹による「渓畔林」をつくり、土砂が
流出していた田の法面にシバザクラなどのグランドカバープランツを植え、竹
藪になっていた山林や荒れていたかっての棚田などの私有地にも、所有者の
許可を得て、伐採や草刈りを行い花の咲く木を植えている。
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事 例 コ ー ド 051

大 分 類 地域産業・経済

小 分 類 地域特産品開発

内 容 彩（いろどり）

説 明 紅葉、柿、南天、椿の葉、梅・桜・桃の花など、料理のつまものに使う材料を
商品として販売している。他に松葉や稲穂などで作った祝膳用の飾り物や箸
置き、食用の山野草、食用花などを出荷している

九 州 内 外 外 地 域 分 類 中山間地域

都 道 府 県 徳島県 市 町 村 勝浦郡上勝町

人 材 ・ 組 織 区 分 第３セクター

人 材 ・ 組 織 名 称 株式会社いろどり

事 業 区 分 国

事 業 内 容 通産省補助事業をＨ10年に1億600万円

技 術 内 容 イントラネット

集 落 資 産 ・ 資 源 １ 農林水産物 集 落 資 産 ・ 資 源 ２

集 落 資 産 ・ 資 源 ３ 集 落 資 産 ・ 資 源 ４

集 落 資 産 ・ 資 源 ５

文 献 名

U R L http://www.irodori.co.jp/index/index1.html

画 像 フ ァ イ ル 名

知 恵 袋 集

詳 細 ■ 高齢者の多い町で、女性の仕事はないものかと考えていたところ、軽量で
あるが付加価値が高く、女性や高齢者でも容易に生産に携わることができる
葉に気付き事業を始めた。生産設備に大きな投資をすることなく地域に残った
人たちだけでも十分対応可能であり、約２００名の生産者で、年間２億円の規

 模にまで成長し、全国的に大きな注目を集めている。■ 第３セクターの「株式
会社いろどり」が、個性ある上勝町の農産物を安定した価格で取り引きしても
らえるよう企画、情報発信、売り込みを図ると共に、市場での評価や価格を有
利に取引するために必要な様々な情報を、生産農家向けにわかりやすく加工

 提供する業務を行っている。■ 生産者の中心である地域の高齢者が、自宅
で市場動向を自分で把握し出荷量をコントロールできるように、イントラネット
システムを構築した結果、高齢者が売上を競うようになり町に活気が生まれ
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事 例 コ ー ド 052

大 分 類 地域産業・経済

小 分 類 地域特産品開発

内 容 企業組合村ネットワーク

説 明 出荷調整や規格外で余った野菜を加工して商品とし、業務用カット野菜やお
むすび、スイーツとして販売

九 州 内 外 内 地 域 分 類 中山間地域

都 道 府 県 大分県 市 町 村 豊後大野市

人 材 ・ 組 織 区 分 事業者

人 材 ・ 組 織 名 称 企業組合 村ネットワーク

事 業 区 分 県

事 業 内 容 村ネット地域資源活用ビジネス展開事業　平成21年度54,520千円

技 術 内 容 食品加工技術

集 落 資 産 ・ 資 源 １ 農林水産物 集 落 資 産 ・ 資 源 ２

集 落 資 産 ・ 資 源 ３ 集 落 資 産 ・ 資 源 ４

集 落 資 産 ・ 資 源 ５

文 献 名

U R L http://muranetwork.com/index.html

画 像 フ ァ イ ル 名

知 恵 袋 集

詳 細 ■農家が処分に苦慮していた出荷調整のための余剰品や曲がりものなど出
荷できない規格外の農産物等を活用し、レストラン、ホテル等向けの業務用食
材等の製造・販売拠点施設（直販店舗の併設）を整備等することにより、農家
所得の向上や新たな雇用の場の創出をし、地域の活性化を図るために、代表
者と地元農家で企業組合村ネットワークを設立し、業務用カット野菜、業務用

 野菜ペースト、野菜スイーツ、おにぎり惣菜を販売している。■ＪＲ大分駅構
内等に「おむすび王国」を出店しており、フランチャイズ店を募集している。
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事 例 コ ー ド 053

大 分 類 コミュニティ・交流

小 分 類 コミュニティ活性化

内 容 無線LANを活用したブロードバンド技術の導入

説 明 公共施設までLANが普及している地域において、そこから各世帯へ無線LAN
によるブロードバンドを提供することで、ADSLや光ファイバーなどの、従来の
方法ではサービスを受けられない条件不利地域にブロードバンドを提供して
いる。

九 州 内 外 内 地 域 分 類 中山間地域

都 道 府 県 宮崎県 市 町 村 宮崎県新富町

人 材 ・ 組 織 区 分 事業者

人 材 ・ 組 織 名 称 しんとみネット

事 業 区 分 国

事 業 内 容 ■地域情報通信基盤整備推進事業(総務省)、行政　400万円／一地区（中継
 ポイント10カ所程度）、個人　プロバイダー契約　3000円／月／世帯※ただ

し、行政施設を無償で借用できることが条件

技 術 内 容 ＩＣＴ技術

集 落 資 産 ・ 資 源 １ インターネット利用技 集 落 資 産 ・ 資 源 ２

集 落 資 産 ・ 資 源 ３ 集 落 資 産 ・ 資 源 ４

集 落 資 産 ・ 資 源 ５

文 献 名

U R L http://www.shintomi.ne.jp/

画 像 フ ァ イ ル 名

知 恵 袋 集

詳 細 ■2002年に開通した県内各市町村を光ファイバーケーブルでつなぎ、公共・社
会サービスの推進や行政手続きの電子化を進めるための基幹となる、超高速
ネットワーク宮崎情報ハイウェイ21（以下、MJH21）を利用し、山間部で無線を
使ったインターネットサービスを構築し、中山間地域にブロードバンド環境を実

 現。■MJH21のアクセスポイントのある村役場に基地局を設置し、そこから電
波を発信。各家庭では、屋上や窓の外に小型のアンテナを取りつけ、室内の
PCへ配信する仕組みになっている。アクセスポイントから各家庭まで１本ずつ

 回線を引く必要がないため、低いコストでブロードバンドが実現した。■サー
ビス概要：無線LANの技術を使ったインターネット常時接続サービス、インター
ネット＋電話の月額固定料金、無線ネット（11Mbps(*注) (*注　機器間のス
ピードであり、実効通信速度とは異なる。加入者が増えると通信速度が低減)、
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事 例 コ ー ド 054

大 分 類 地域産業・経済

小 分 類 農業振興

内 容 「むらづくり維新対策」を活用した遊休農地活用

説 明 遊休農地を復活し、山菜（ツワブキ）を植裁、販売することで、販売の前処理と
なる加工に地域内の雇用が生まれ、活性化と環境保全に寄与している

九 州 内 外 内 地 域 分 類 半島地域

都 道 府 県 大分県 市 町 村 国東市

人 材 ・ 組 織 区 分 住民団体

人 材 ・ 組 織 名 称 吉松山菜生産組合吉

事 業 区 分 国

事 業 内 容 元気な地域づくり交付金（Ｈ17年交付額4,000千円）

技 術 内 容 農業技術

集 落 資 産 ・ 資 源 １ 耕作放棄地 集 落 資 産 ・ 資 源 ２

集 落 資 産 ・ 資 源 ３ 集 落 資 産 ・ 資 源 ４

集 落 資 産 ・ 資 源 ５

文 献 名

U R L http://www.pref.oita.jp/15950/genki/data/jigoyoshimatu.pdf

画 像 フ ァ イ ル 名

知 恵 袋 集

詳 細 ■遊休農地を復活し、山菜（ツワブキ）を植裁、販売することで、販売の前処理
 となる加工に地域内の雇用が生まれ、活性化と環境保全に寄与している。■

荒廃した農地に山菜を植裁したことにより、鳥獣害の抑制と景観の向上が図
られている遊休農地（荒廃園）の解消目標面積２．２０ｈａに対し、２．４４ha（達
成率１１１％）再利用できた。
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事 例 コ ー ド 055

大 分 類 コミュニティ・交流

小 分 類 コミュニティ活性化

内 容 「わが町づくり支援事業」を活用した伝統芸能復活

説 明  しばらく途絶えていた龍踊りを町のシンボルとして再興し、町内の融和、世代
間の交流をおこない地域の活性化を図り、郷土芸能を保存振興していく。

九 州 内 外 内 地 域 分 類 中山間地域

都 道 府 県 長崎県 市 町 村 大村市

人 材 ・ 組 織 区 分 住民団体

人 材 ・ 組 織 名 称 龍再興委員会

事 業 区 分 熊本県

事 業 内 容 わが町づくり支援事業93千円

技 術 内 容 伝統芸能

集 落 資 産 ・ 資 源 １ 祭り 集 落 資 産 ・ 資 源 ２

集 落 資 産 ・ 資 源 ３ 集 落 資 産 ・ 資 源 ４

集 落 資 産 ・ 資 源 ５

文 献 名

U R L http://www6.ocn.ne.jp/~fukusige/kyoudo-geino/rifukuji-jyaodori01.html

画 像 フ ァ イ ル 名

知 恵 袋 集

詳 細  ■立福寺の龍踊は、近隣町内の伝統芸能などともに、福重地区敬老会など
で４、５年ごと持ち回りで披露されてきた。しかし、諸事情により、今から１５年

 ほど前から中断を余儀なくされてきた。　その後、２００２年３月立福寺町の住
民の方が「龍再興委員会」を立ち上げ、老朽化した龍の新調のため、町民や
町民出身者に募金を募り、さらには大村市から「わたしたちの地域発見支援
事業（わが町づくり支援事業）」にも選ばれたための助成（５０万円：町の助成
を含む）も合わせ、約２５０万円が集まり、龍を新調。
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事 例 コ ー ド 056

大 分 類 コミュニティ・交流

小 分 類 都市交流

内 容 「地域づくりインターン制度」を利用した都市交流

説 明 三大都市圏の大学生・大学院生及び社会人が、7月から9月までの期間中全
国19の市町村の派遣希望地で地域の体験プログラムに参加する、国土交通
省都市・地域整備局地方振興課が地域の市町村等と連携して実施していて
いる事業。

九 州 内 外 内 地 域 分 類 離島地域

都 道 府 県 鹿児島県 市 町 村 三島村

人 材 ・ 組 織 区 分 行政

人 材 ・ 組 織 名 称 行政より派遣、同志社大学1名、早稲田大学1名

事 業 区 分 国

事 業 内 容 地域づくりインターン制度（派遣先での滞在費用を支給）

技 術 内 容 各種プログラムへの参加、報告書作成

集 落 資 産 ・ 資 源 １ 自然 集 落 資 産 ・ 資 源 ２ 農地

集 落 資 産 ・ 資 源 ３ 祭り 集 落 資 産 ・ 資 源 ４ 農林水産物

集 落 資 産 ・ 資 源 ５

文 献 名

U R L http://www.ujiturn.net/intern/

画 像 フ ァ イ ル 名

知 恵 袋 集

詳 細 ■派遣された人間は、受入先が用意した地域づくりプログラムを実践する。具
体的な内容は、行政業務への参画（地域計画策定補助、調査研究等）、各種
地域産業の体験（農業体験、物産品づくり等）、地域イベントの参画（祭り運

 営、イベント補助等）等。■また、地域での意見交換会や反省会などの場で、
地域への思いや気づいたこと、体験成果などについての意見交換や、 地元住
民との交流や懇親会もある。当事例の支援項目は、鹿児島県三島村に派遣さ
れたＨ18年度の事例。
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事 例 コ ー ド 057

大 分 類 生活サービス

小 分 類 医療福祉対策

内 容 無医地区の支援

説 明 大学院において専門的な教育を受け、比較的安定した状態にある患者を主
たる対象として、自律的に問診や検査の依頼、処方等を行うことが認められ
た看護師（ナースプラクティショナー）を無医地区に派遣するための各種の検
討。

九 州 内 外 地 域 分 類

都 道 府 県 大分県 市 町 村

人 材 ・ 組 織 区 分 大学

人 材 ・ 組 織 名 称 大分県立看護科大学

事 業 区 分 大学

事 業 内 容 ナースプラクティショナー

技 術 内 容 教育

集 落 資 産 ・ 資 源 １ 集 落 資 産 ・ 資 源 ２

集 落 資 産 ・ 資 源 ３ 集 落 資 産 ・ 資 源 ４

集 落 資 産 ・ 資 源 ５

文 献 名

U R L http://www.oita-nhs.ac.jp/guraduate_school/cat3-top/cat72/np/

画 像 フ ァ イ ル 名

知 恵 袋 集

詳 細 ■大分県立看護科大学の大学院でナースプラクティーショナー養成コースが
開学されたが、我が国では制度化はされていないため、卒業しても現状では
ナースプラクティーショナーの資格を得られない。
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